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友電会主催の「卒研室対抗ソフトボール大会」の

優勝・準優勝・ 3位(2チーム)の4チーム

母校・寝屋川・駅前学舎で

イルミネーションを点灯
寝屋川キャンパス・駅前キャンパスで

は、 2016年12月1日(木)から 2017年1
月13日(金)まで写真のようなイルミ

ネーションが点灯しました。これはキャ

ンパス周辺の賑わいを創出し、市民の皆

さんと一緒に学生街を活性化するために

設置されたものです。

(写真:母校・ホームページ 2016-12-
01掲載より)



森幸治教授が

副学長に就任

2016年10月1日付で、大阪電気通信大

学の副学長に森幸治教授が就任しました。

森教授は副学長として、本学の管理運営

に関する学長の業務を補佐するとともに、

本学の教育改革を推進していきます。

【森幸治副学長プロフ ィール】

1981年大阪大学工学部機械工学斜卒業

-母校・友電会の行事日程

.平成29年度の大学行事日程

41 4 (火) 入学式

1983年大阪大学大学院工学研究制前期課程機械工学専攻卒業

1983年新日本製鉄株式会社入社

6パ8(日) オープンキャ ンパス

7/23 (日) オープンキャンパス

8126 (土) オープンキャンパス

111 4 (土)・5(日) 大学祭
1988年大阪大学工学部機械工学制助手

1998年大阪電気通信大学工学部第1部知能機械工学斜助教授

2001年大阪電気通信大学工学部第1部知能機械工学料教授

21 3 (土)・4(日) なわてん

3124 (土) 学位授与式

2007年大阪電気通信大学工学部機械工学制教授(現在に至る)

2010年4月 就職部長 ("'2013年5月まで)

.平成29年度の友電会行事日程

4/15(土) 第1回理事会・評議員会

61 3 (土) 東海総支部総会2011年 日本実験力学会会長 (2011年度)

2016年4月~ 教務部長

2016年10月~ 教育開発推進センタ一長

工学博士58歳

(母校ホームページ 2016-10-03から転載)

中野正三CE05)氏が

四国の

「四万十市観光大使J(こ

友電会会員の中野正三(E05)氏が出身地の四国「四

万十市観光大使jに委嘱されました。

四万十市のホームページによると、「出身またはゆ

かりがあり、様々な分野で活躍されていて本市の魅力

を積極的にPRしていただける方に『四万十市観光大

使』を委嘱しました」とあり、中野氏は 16名の大使

の1人。

また、「それぞれの大使には、ご自身の活動のなか

で、観光情報や魅力ある地域ブランドを広く発信して

いただきます。また、本市の観光振興に係るアドバイ

スや、国内外PRのための情報提供も期待しています」

としています。

6パ7(土) 通常総会・第2回理事会・

第1回全国支部長会

(6月の総会以降の日程は、未定です)

.中野正三(なかの しょうぞう)氏

(四万十市出身)

関東に在住する四万十市や幡多郡出身者の親陸、福

利の増進、郷土の発展を目的に結成した「関東幡多四

万十会」の会長を務め、会員による四万十市へのツ

アーをこれまでに2回実施している。(四万十市ホーム

ページより)

中野氏は、 CIJネクス卜代表取締役会長を務めるな

ど社会人としても活躍されています。

また、母校のPRを兼ねて母校を中心としたマラソ

ンを行っています。一昨年5月1日にはJR京都駅を午

前8時半に出発、奈良市、奈良先端和学技術大学院大

学などを経由して母校・四傑畷キャンパス、そして寝

屋川キャンパスまで66kmを見事完走しました。

2014年5月3日には、母校・寝屋川キャンパスを出

発し、和歌山城まで約90kmを完走しています。

(中野氏のマラソンに関しては、友電会ホームページ

i2015年5月初日」に掲載)

(中野正三氏の写真は四万十市ホームページより)
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大学 電子工学・通信工学を中心とする

大学の象徴として、原子内電子軌
戸ム...己z

芋早 道を図案化したものをパックに、
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会誌購読のお願い

圃購読料 2年間 1.000円
友電会では、会員諸氏相互の“情報・交

流・親睦の場"として、会誌「ゅうでんかいJ
を発刊しています。

なお、卒業後3年間は、無料です。また、

法人化入会金を納入されている方は無料

です。

会誌発送用の宛名の「記号」につい

(封筒の宛名シール)

購読の残年数
(この場合は、「あと 1年」です)

友電会会員番号 / 

/ E 01込返x下

~~\ 
卒業

(この場合 (この場合
電子工学制期生)

.編集後記

.来年度の友電会通常総会は平成29年6月17日(土)
に、母校・四傑畷キャンパスで開催されます。当日

は、「四傑畷キャンパスの施設見学会Jが予定され

ており、記念講演会も。また、母校・教職員のOB会
「緑樹会」、 「クラブ同窓会」、 「友電会」の3団体によ

る 「合同懇親会」を開催します。.r友電会支部」の総会も、次々と開催されます。

「東海総支部」は6月3日(土)に名古屋駅前の「名鉄

グランドホテルJで聞きます。例年、 10月から11月

が多いです。住んでいる、勤務地など「ゆかりの地」

で開催される「支部総会には、ぜひとも参加を。

・「女子バスケットボール部」が2部リーグに昇格

しました。まさに快挙です。友電会からお祝い金と

して r5万円」を贈呈しました。

.友電会は総合情報学部の卒業研究展 ~2016年度

なわてん』を後援しました。169作品が展示され、「グ

ランプリ賞」、「芸術賞」などに加え、今年度から「友

電会賞」が加わりました。「友電会賞」は3点で、選

定にあたっては、どれも素晴らしい作品だけに「苦

労」しました。

友電会のホームページに「友電会掲示板」

コーナーがあります。会員の皆さんからの自由

な意見を掲載、同窓の集いの広場になればと

思っています。母校発展に寄与する建設的なア

イデアや近況報告などをお寄せ下さい.。



置友電会会長あいさつ

同窓の緯をガッチリ

大阪電気通信大学

友電会会長 福間武CE02)

卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。

新入学生の皆さん、入学おめでとうございます。 後益々充実した組織の基に大学の繁栄に寄与し、

同窓会「大阪電気通信大学友電会」を代表して 同窓の鮮がより強くなることを期待しています。

お祝い申し上げます。

友電会は、昭和40年第1期生卒業時に発足し53 卒業生の皆さん/

回を迎えます。目的は大学と密接に連携しながら、 卒業後は社会の一員として、各方面で活躍され

大学の繁栄に協力、支援するとともに、会員相互 る事と思いますが、我々同窓は同種業界の中に

の親睦を図り、母校の輝かしい伝統を継承するこ あって出会いが多くあり、「おお!電通大出身やっ

とです。 たんか!Jとよく確認し合う事を聞きます。社会

会員は、今年で5万人を超え、圏内はもとより の一員として、また同窓の一員として、本部 ・支

海外においてもエレク卜口ニクス分野を中心に技 部の活動や大学が主催するホーム力ミングデイ(卒

術、経営、官僚及び教育等あらゆる分野で活躍し 業生の集L¥)に参加し、同窓の鮮を深めると共に、

ています。また、支部は国内外を問わず16支部あ 社会の実務教育として、活用して頂ければと思い

り、さらに支部の設置を奨励していますが、それ ます。同時に会の活力には若いエネルギーが必要

ぞれが独自の研修会や講演、見学等の地域支援活 ですので宜しくお願いします。

動をしています。

本部では、毎年6月に 「通常総会 ・懇親会」を開 新入学生の皆さん/

催し、母校を退職された教職員の同窓会「緑樹会」 皆さんが有意義で、のびのびと勉学に励むこと

と「クラブ同窓会Jとの3団体合同で行い、会員は ができ、また学生生活の良い思い出ができるよう

もとより思師の先生方も多数参加されます。また、 な環境作りを支援しています。

地域社会への貢献活動として学生の支援を得て まず、昨年の「卒研室対抗ソフトポール大会Jで

「ロポット教室」を催し、学内では卒研室対抗ソフ は18チーム、約250名の学生、先生が参加し、大

トポール大会の開催、クラブ活動の支援、学修の いに盛り上がり、楽しんでいただきました。また

研究 ・制作の奨励及び各種寄贈等の学生に対する 「なわてんJ(総合情報学部卒業研究展)では、各

支援を推進しています。 賞のうち「友電会賞J3組を加え、 4年間の学習の

キャリア教育としては、 08講師の派遣、 08 研究 ・制作を応援しています。

教職員と将来教育関係を目指す学生との「教育懇 また、安心して学べるように「奨学金制度」や

話会J、08企業家間交流の「企業家同友会」によ 無利子による「短期貸付制度Jも設けていますの

る就職支援のための意見交換会等を通じて、各業 で、大いに活用して下さい。

界の豊富な経験を活用した事業も行っています。 今後とも、皆さんが有意義な学生生活が送れる

このような各種事業をより円滑に支援するため、 ような事業、支援活動を展開しますので、ご期待

半世紀に亘るこの大きな組織を親睦会ではなく、 ください。

法の下での組織として管理、運営する必要があり

ます。そのため、 30数年に亘って念願でありまし 会員諸氏におかれましては、友電会の事業、活

た法人化を推進するため、この度、「法人化委員会」 動についてご理解をいただき、ますますのご支援

を設置し、一般社団法人への準備をしています。今 とご協力をお願い致します。
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平成28年度友電会役員

平成28年度大阪電気通信大学友電会通常総会

悦が出席 7つの全議案承認される
「平成28年度友電会通常総会」は、

平成28年6月18日(土)午前11時40

分から母校 ・寝屋川キャンパスJ号

館(エテ、ュケーションセンター)のJ-

507号室で開催されました。総会は

会誌「ゅうでんかいJ125号の10ペー

ジから16ページに掲載された第1号

議案から第7号議案まで説明報告し

た後、審議した結果、全議案が承認

されました。

.通常総会

総会は森石峰一CF14)友電会理事

の司会で開会しました。

まず初めに柴垣佳明(033)事務局

長が友電会総会の成立条件について

説明しました。友電会定款第33条で

「会員現在数の200分の1以上出席し

なければ、その議事を聞き議決する

ことはできなL¥Jとあります。ただ

し、「当該事項につき書面をもって、

あらかじめ意志を表示した者は出席

者とみなすJとなっています。

柴垣事務局長は、「会員現在総数

は4万9132名で、成立条件は245名

です」とし、「本日の出席者は84名、

委任状470名、合計554名です。よっ

て、本日の総会は成立していますJ

と報告しました。

.議長の選出

続いて、議長の選出に入りまし

た。森石司会が立候補者を募ったと

ころ、吉田栄治CF02)友電会評議員

が意志を表示し、議長に選任されま

した。

吉田議長は、 「平成28年度大阪電

気通信大学友電会の通常総会を

した」と説明報告しました。

.総会審議

総会の審議に入り、藤田英治

CE22)友電会理事が第1号議案「平成

27年度事業報告Jを会誌 125号 10

ページの内容に基づいて説明報告し

ました。続いて柴垣事務局長が第2

号議案「平成27年度収支決算報告J

を会誌125号11ページの内容に基づ

いて説明報告しました。第3号議案

「平成 27年度一般会計剰余金処分

案」を会誌125号12ページの内容に

基づいて柴垣事務局長が説明報告し

ました。

監査報告では、運井剣CG24)監事

と尼丁正寄CF08)監事が 「定款第 14

条及び43条に基づき、平成27年度

開催します」と力強く宣言。 の友電会業務、財産運用、会計の処

ここで、会場から 「総会開催 理の監査を平成28年4月9日に会長、

が15分も遅れたのはなぜかJと 副会長、事務局長立ち合いのもと実

の声が上がり、池本善一CE02) 施しました」とし、 「平成27年度の

友電会会長は 「この前に開催さ 友電会業務、財産運用、会計処理等

れた理事会で、議事が長引きま は法令及び友電会定款に従い、いず

通常総会の光景



総会の司会を務める 議長の吉田栄治 議案を説明報告する 議案を説明報告する

柴垣佳明事務局長森石峰一理事 評議員 藤田英治理事

監査報告をする

尼丁正寄監事

津井剣監事

れも適正に執行されていることを認

めます」と報告。また、「事業報告、

収支決算報告、貸借対照表、財産目

録は法令及び友電会定款に従い、適

正に示されていると認めます」とし

ています。

ここで、守上芳士(E05)監事から

「友電会平成27年度監査報告書」が

提出され、「平成27年度監査の結果、

特に次の2件において友電会業務が

適正に執行されなかったことにより

会計監査は意昧がなく、定款違反を

繰り返したことを報告いたします」

としています。

1件目は「監査請求の臨時理事会

は開催されなかった(定款第21条の

監査請求の拒否となり違反してい

る)Jo 2件目は「臨時評議員会開催

請求は、会長が拒否及び理事会で拒

否決議をした(定款第23条違反)Jと

しています。

守上監事は、「以上のことから、平

成27年9月6日の臨時理事会は開催

の必要のない会議を執行したことに

なり、この会議開催に対する経費使

用棄損に対する責任を請求します」

とし、「しかしながら、この件に関し

他の監事は『適正に執行している』

ことを認めています。正当性を認め

守上芳土監事 議案を説明報告する

池本善一会長

る根拠を文書報告を請

求します」と結びまし

た。

続いて第4号議案「平

成28年度事業計画案」

について、藤田理事が

会誌 125号13ページの

内容に基づいて説明報

告、第5号議案「平成28年度収支予

算案」について、柴垣事務局長が会

誌125号14ページの内容に基づいて

説明報告しました。

第6号議案「平成28年度友電会役

員案」と第7号議案「平成28年度友

電会評議員案」について、池本会長

が会誌125号15、16ページの内容に

基づいて説明報告しました。役員は

改選期に当たり、理事21名のうち4

名が新任、 1名が元理事、 16名が現

理事でした。監事3名のうち 2名が

新任、 1名が現です。

この中で、会場から「第6号議案

で『顧問』がないが、廃止になった

のか」との質問があり、池本会長は

「定款第19条で『顧問は会長がこれ

を委嘱する』とあり、本日の総会で

新会長が誕生します。新会長から報

告することになっています」と回答

しました。

あいさつする新会長・福田武氏

新三役(下の写真、左から)

柴垣佳明事務局長、岡本清孝副会

長、福田武会長、廃谷明副会長、

水谷元也副会長

最終的に審議内容については、第

1号"-'3号議案は賛成多数、第4号~

7号議案は賛成68名、反対5名とな

り、全議案が承認されました。

.理事会を開催一三役選出

この後、総会をいったん中断し、

新役員による理事会が開催され、新

会長に福田武(E02)氏、第1副会長に

贋谷明(F12)氏、第2副会長に岡本清

孝(H11)氏、第3副会長に水谷元也

(E08)氏、事務局長に柴垣住明(033)

氏が互選されました。

総会が再開され、新三役と新役

員、新監事、そして顧問が紹介され、

「平成28年度友電会通常総会」は閉

会しました。

なお、質問などが相次ぎ、審議に

時間を要して終了したのは理事会の

延長を含め50分延長の午後1時前後

でした。
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.平成28年度総会議事録

大阪電気通信大学友電会

「平成28年度通常総会」議事録

-日 時平成28年6月18日(土)

11 : 40 "-' 13 : 02 
・場所大阪電気通信大学

寝屋川キャンパスJ-507
・総出席者数 554 名

【議案]

・審議事項

1.第1号議案平成27年度事業報告

2.第2号議案平成27年度

収支決算報告

3.第3号議案平成27年度一般会計

剰余金処分案

4.第4号議案平成28年度事業計画案

5.第5号議案平成28年度収支予算案

6.第6号議案平成28年度役員案

7.第7号議案平成28年度評議員案

-出席者数 84名

.委任状提出者数

Fax 63名、郵送 (持参含)262名

Web 145名 合計 470名

{成立条件]柴垣事務局長は、友電会定

款第33条で「総会は、会員現在総数の

200分の1以上出席目・・Jとあり、平成28
年4月1日現在総数49，132名で成立要

件245名以上の出席が必要である。現在

出席者数は84名、委任状470名、計554
名で総会は成立しているとした。

司会の森石理事が議長への立候補を

募ったところ、第2期の吉田鎖治氏

CF02)から立候補があり、議長を吉田氏

に務めて頂くことで出席者全員に承認

された。

【議事録確認者】

定款第36条で…「議事録は議長が作

成し、議長および出席代表2名以上が署

名捺印のうえ、これを保存する」とある

ので議事録署名者として下記の方に依

頼することを決定した。

・議長 吉田鎖治氏

・大野一贋氏 ・竹田治英氏

【総会開始の遅れについて〕

議事に入る前に、大角武紘氏CE01)よ

り理事会は総会開始を15分遅らせて何

も謝罪がないとの指摘があった。これ

に対して、池本会長は総会前の理事会

8 

が長引き、総会開始が遅れたことを陳

謝した。

【議事内容】

1 .第1号から 3号議案までの審議

・議長は、第1号議案から第3号議案ま

でを一括審議すると述べ、議案の説明

を求めた。

・藤田事業部会長は、第1号議案の「平

成27年度事業報告」について会誌125
号10頁に基づき、教育懇話会・企業家

同友会・ロボッ卜講習会の実施や、大学

への友電会50周年記念品の大型テレむ

寄贈等について説明を行った。

・柴垣事務局長は、第2号議案の「平成

27年度収支決算報告」について会誌125
号 11頁に基づき、ホームページリ

ニューアル制作費や友電会50周年記念

品の支出等について説明を行った。続

いて、第3号議案の 「平成27年度一般

会計剰余金処分案」について、会誌125
号12頁に基づき説明を行った。

監査強宣

・平成27年度事業報告書および平成27
年度収支決算書の監査報告の前に、議

長は監査報告に守上監事の押印がない

ことについて、池本会長に説明を求め

た。

・池本会長は、「昨年同様に守上監事か

らは適正意見を頂けず、押印がない。

尼丁監事、津井監事からは適正意見を

頂き、押印がある」と述べた。

-また池本会長は、「定款第43条では『本

会の決算は、会計年度終7後3か月以内

に会長が作成し、財産目録、貸借対照

表、事業報告書、および会員の移動状況

書とともに監事の意見を付けて理事会

および通常総会の承認を受けなければ

ならなL\~とされている。 これは、 監

事の適正意見・非適正意見は総会にお

いて判断されることを意味する。従っ

て、今年は守上監事の非適正意見、およ

び尼丁監事・運井監事の適正意見を会

場に配布し、その後、皆様のご判断を仰

ぎたいJと説明した。

・議長は、守上監事に非適正意見の監査

報告の説明を求めた。

・守上監事は、「監査報告が承認できな

い理由は、定款違反をおかしているか

らである。臨時評議員会の開催申請を

行ったが、経費がかかる等の理由で、臨

時評議員会が開催されなかった。これ

は会長と監事の特権であり、絶対拒否

できない。弁護士に聞いて、理事会で臨

時評議員会を開催するかしないかを決

めているが、このこと自体が違反行為

で定款から外れている。今回だけでは

なく、前年のときにも、私が頼んだ臨時

理事会では、こちらが用意した議題が

議事に出されず、全然意味のない会議

が聞かれた。今年は、それではとんでも

ないことになるため、臨時評議員会を

開催しようとした訳である。臨時評議

員会を聞かない場合は、臨時総会を開

くことも考えたが、正常な理事会に

なってほしいとの思いがあり、それは

抑えた。しかし、それでも臨時評議員会

の開催を拒否したことについては、絶

対に適正に運用されているとは判断で

きない。詳しいことは、本日配布された

資料に載っているJと述べた。

・次に、議長は、運井監事と尼丁監事に適

正意見の監査報告の説明を求めた。

・津井監事は、監査の概要として「尼丁・

津井両監事は、平成27年度友電会理事

会・評議員会に出席するほか、平成28
年4月9日に会長 ・副会長・事務局長立

合いのもと、監査報告書に記載の各資

料等から業務、財産運用、会計処理等に

ついて調査及び聴取した」と述べた。

・続いて尼丁監事よ り、「監査の結果、平

成27年度の友電会業務、財産運用、会

計処理等は法令及び友電会定款に従い、

いずれも適正に執行されていると認め

る。また、事業報告、収支決算報告、貸

借対照表、財産目録は法令及び友電会

定款に従い、適正に示されていると認

める」との報告がなされた。

-また、尼丁監事は「守上監事指摘の定

款違反とされている部分については、

運井監事と私は定款違反ではないと結



論付けた。ただし、定款違反とされる部

分は、執行部として真撃に受け止め、き

ちんと対応できなかった部分もあった。

今後は、このような指橋に対して真室長

に対応するように要求し、池本会長よ

りその取り組みについてきちんとやる

との文書をもらったJとの報告が行わ

れた。

・守上監事より、 「改善するとの文書を

なぜ私には貰えなかったのか」と池本

会長に質問を行った。これに対して、池

本会長は「尼丁・津井監事から要求が

あったので、両監事に書類を提出した」

と答えた。

・池田清氏(105)より、「監事は定款43

条に基づいて監査報告をし、それを総

会の場で承認するかしないかの決議を

することになる。すでに、監査意見が出

された訳だから、定款43条の通りに進

めてくださLリとの意見が出された0

・ここで、議長は第1号から3号議案に

ついて会場に質問を求めた。

・大角武紘氏(E01)は、「第2号議案の

大学に寄贈した80型の4Kテレじについ

て、インターネットに載っている金額

に比べて高いように思われる。OBの会

社に協力を仰ぎ、発注する等の配慮は

されたのか」との質問があった。

-これに対して、岡本副会長は3:t土から
相見積もりを取り、一番安いところに

発注を行った。なお、発注した会社は、

アス力システムという OBの会社である

と答えた。

-井平佳秀氏(107)より、「総会議題、平

成27年度友電会決算書の監査報告に、

適正執行を承認する監事3名の内、 1名

の署名捺印がない。友電会定款及び慣

習に従えば、監査報告は『監事3名の署

名押印がなければ総会議案に出来ない』

となっている。平成27年度総会議案等

は監事3名の承認を受けておらず、定款

および慣習に抵触しており、議題とは

ならず無効であり、平成28年度総会は

成立しない。よって、友電会定款及び慣

習に基づき、監査報告書に監事3名の署

名押印を整え、改めて総会を開催する

よう求めるJとの発言があった。

・議長は、 「今の意見はご意見として

賜った。監査報告そのものは終わり、時

間的な関係もあるので、ここで監査報

告を含めて第1議案から第3議案までの

採決を取る」と述べた。その後、賛成多

数により第1議案から第3議案は承認さ

れた。

-大角武紘氏(E01)より、今後の議案の

採決には賛成多数ではなく、賛成と反

対の数を数えるよう提案がなされた。

2.第4号議案から

第7号議案までの審議

・議長は、第4号議案から第7号議案ま

でを一括審議すると述べ、議案説明を

求めた。

-藤田事業部会長は、第4号議案の 「平

成28年度事業計画案」について会誌125

号13頁に基づき、今年度も友電会企業

家同友会による産学連携・企業閣の交

流活動と教育懇話会ともども活発化す

る。また、リニューアルしたホームペー

ジの内容を充実し、友電会はもとより

大学の情報を掲載する等の説明を行っ

た。

・柴垣事務局長は、第5号議案の「平成

28年度収支予算案」について会誌125号

14頁に基づき、有給職員雇用のための

人件費を設けること、新たに設立され

る大阪支部の支部費を加えること等の

説明を行った。

・池本会長は、第6号議案の 「平成28年

度友電会役員案Jについて、理事21名

と監事3名は会誌 125号 15頁のとおり

であると説明した。

・続いて、池本会長は第7号議案の 「平

成28年度友電会評議員案」について、本

日配布している資料のとおり、新たに3

名を加えた評議員計221名の案である

と説明した。

・議長は、第4号議案から第7号議案に

ついて会場に質問を求めた。

・上杉靖男氏(E02)は、熊本地震に対す

る今年度の友電会の取り組みについて

会長に質問した。池本会長は「九州支部

では同窓生の安否確認をされ、その費

用を友電会から支援することになって

いるが、その他についてはまだ具体的

な計画はなL¥Jと答えた。

・これに関連し、森石理事は 「これまで

未見の災害は特例措置で扱われてきた。

先ほどの理事会で、これを特例ではな

く恒久的に支援できるように文書化す

ることが決まった。これを機に支援策

を検討していくJと述べた。

・中山顧問より 「第6号議案で 『顧問』

がないが、廃止になったのか」との質問

があった。これに対して、池本会長は

「定款第19条で『顧問は会長がこれを委

嘱する』とあり、本日の総会で新しい会

長が誕生し、新会長から報告すること

になっている」と説明した。

-ここで、第4"'-'7号議案について賛否

を取り、賛成68名、反対5名で承認が

された。

-この後、新三役を選出するため、新役

員による『平成28年度第3回理事会』が

別室で開催された。

・第3回理事会終7後に議長は、福田武

理事(E02)が新会長に選出されたことの

報告を受け、福田新会長に新三役・顧問

の委嘱について説明を求めた。

-続いて、福田新会長より挨拶が行わ

れ、第1副会長に贋谷明理事(F12)、第

2副会長に岡本清孝理事(H1D、第3副
会長に水谷元也理事(E08)、事務局長に

柴垣佳明理事CD33)が互選されたことを

報告した。

・顧問については、 これまでの6名に前

会長の池本氏、元会長で元顧問の羽淵

氏を加えた以下の8名を委嘱したいと

述べ、同時に、賛成多数で承認された。

O顧問

白井宏 (E01)、漬渡洋(F02)

羽湖j完俊(E01)新任(元)

宮本公明(F03)、安弘(F01)

中西義一(E04)、池本善一(E02)新任

中山修(F06)

-最後に、議長はすべての議案が終了

し、平成28年度通常総会を閉会すると

宣言した(13:02)。

9 



-友電会総会で大石学長が講演

平成rI:J年度友電会通常総会で | 

「伝統を継承し実学教育で 「人間力』と

「技術力』を培う大学として」がテーマ

大石利光新学長が 「記念講演」

.150名が出席、熱心に耳傾ける

母校の新学長、大石利光先生によ

る「伝統を継承し実学教育で『人間

力』と『技術力』を培う大学として」

のテーマでの記念講演会が、「平成

28年度友電会通常総会」が開催され

た。平成28年6月18日(土)午後1時か

ら、母校 ・寝屋川キャンパスJ号館

(エデュケーションセンター)5階の

f J-51 0号室」で開催されました。

会場lこは、母校教職員のOB会「緑

樹会Jの会員、現職の母校関係の教

職員、「クラブ同窓会Jの会員、そし

て友電会会員など約150名が出席

し、「母校の今後の教育方針」を中心

とした講演だけに、熱心に耳を傾け

ていました。

講演会は、友電会理事会と友電会

総会の審議が延びたため、定刻の午

後O時15分を大幅に遅れての開催と

なりました。

.4項目に分けて講演

記念講演は、 ①はじめに(本学を

取り巻く環境)、 ②教育の基本方針

今後に向けて重点施策、 ④最後に

・・・・の4つの項目に分けて行われま

した。

.はじめに(本学を取り巻く環境)

「本学を取り巻く環境は非常に厳

ししリとしています。特に f2018年

問題」は特に深刻で、2018年からf18
歳入口」が急激に減少します。2023
年には f12万人減少」し、進学者は

f6万人減Jとなります。2027年には

f14万人減少」し、進学者は f7万人

減」となります。

このほか、「補助金の削減」、「設備

老朽化J(耐震工事)、「教育・研究機

材の老朽化」、「教育体系の見直しj、

「障害者差別解消法対応」など、厳し

いものがあるとしています。

.教育の基本方針と「実学」の

取り組みについて

「教育の基本方針」として、「実学

で『人間力』と『技術力』を培う大

学」を目指すとし、「実学で未来を拓

く」ことに重点を置いていく方針で

と「実学Jの取り組みについて、 ③ す。

実
学
教
育
で

i

を
位
相
甲
つ
L
C

講演する母校の

新学長・大石利光先生

f4ステップの実学教育」は「とき

めき」→「実践J→「感動J→「発

展」とし、「少しの興昧を大きな自信

へと変えることができる大学」にし

たいとしています。

学長は「教育基本3方針J(ポリ

シー)として、 ① 「アドミッション ・

ポリシ-J (入学者受け入れ方針)、

② 「力リキュラム ・ポリシ-J (教育

課程編成方針)、 ③ 「ディプ口マ ・ポ

リシ-J (学位授与方針)としていま

す。

「アドミッション・ポリシ-Jにつ

いては、「実学をベースに人間力と

技術力を培うJために、「基礎・専門・

技能教育と人間教育の調和Jをあげ

ています。

「力リキュラム・ポリシ-Jについ



と教育(;)実質化

実学の3つの能力 全学のカリh ラム・ディプロマポリト

【手】 手が動かせる
与えられた/考えた課題に対して手が出せるチカラ

【臨】 絵が描ける
自分の考えが異象化できる{図表化できる)チカラ

【心}コミュニケーションができる
，.人の宥えが理解できる 、
~自分の~えを伝えられる J

双方向の意思疎通と協働作業ができるチカラ

ては、 rw実学』の定義と教育の実質 者を表彰する制度も実施します。 います。

化」を「実学の3つの能力」とし、 ① 「教育改革」については、 ① 「教育 「テクノ フェア In寝屋川U、「ねや

『手』一手が動かせる一与えられた/ 体制の見直しj一教育・研究組織の がわクリーンロード」、「なわてん」、

考えた課題に対して手が出せる力、 体系化、全学・学部の共通教育の見 「一般市民公開の産学連携講座Jな

② 『頭』一絵が描ける一自分の考え 直し、 ② 「自己点検評価のPDCAサイ ど、多くの教職員・学生の活動は母

が具現化できる(図表化できる)力、 ク)L-の構築一自己点検評価(IRD委 校が地域社会に貢献する努力が広範

③ 『心』ーコミュニケーションがで 員会の常置化、 ③ 「機関情報分析 囲で認知され、評価されているとし

きるチ力ラー人の考えが理解でき (1 R)システムの構築」一教育・経営・ ています。

る、自分の考えを伝えられる力一回と 管理情報等の機関活動の情報収集と

しています。 分析、 ④ガパナンス体制の強化一学 .最後に...• 

つまり、「双方向の意思疎通と協 校教育法の改正に対応した学内規制 「卒業後の進路(就職と進学)Jに

同作業ができる力Jということにな の整備、教学・運営組織における権 ついて、「関西進路決定NO.1を目指し

ります。そのための、「母校の教育実 限と責任の明確化ーをあげていま ている」を目標にしています。

践組織」と「自己点検・評価の仕組 す。 2014年度の母校の「進路決定率」

みと実施の周期」を紹介していま また、伝統的な『実学教育』の強 は85.7目、「就職率J95. 7%となって

す。 みを生かした「教育方針・方法にお います。求人依頼企業は1万4100社

ける改革Jとして、 r18歳人口の急 を超え、「求人倍率Jは17.92と全国

.今後に向けて重点施策 激な減少J(こ対応するため、「本学の 平均1.73を大幅に上回っています。

まず、「初年次教育」の重視につい 特徴である『実学教育』に磨きをか 今後は、「学内説明会参加企業」の

て、「新入生プレイスメントテストJ け強化する」としています。 増加と安定を図っていきたいとして

の実施を挙げています。複数の学制 そのために、 ①自己再生が可能な おり、就職面での強化を図っていく

にわたる共通の授業制目の習熟度に 学修システムの構築、 ②学修効果の ことにしています。また、「参加型学

応じたクラス編成を行うことにして 定着と満足度の向上に、 ③アクティ 修の実演」については、「クリッ力一

います。また、教員・仲間との親睦 ブラ一二ング(AU、プロジェク卜型 を用いた参加型AL授業Jを推進して

を兼ねた新入生の「宿泊研修Jを実 学修CPBUの強化ーを通じて、「卒業 L ¥くことにしています。

施します。 率の向上Jr離学率の低減Jr志願者 最後に、『鏡と窓の法則~ - r成果

次に、「資格取得強化」をあげてい の増加」につなげたいとしていま が得られたときは窓から外を見て、

ます。「各種資格取得サポー卜講座」 す。 成果をもたらした要因(人・組織)を

を設けて、対応することにしていま このほか、「地域社会に信頼され 見つけ評価する-ことが大切であ

す。また、各年次各学制の学業優秀 貢献する大学の実現」も大切として る」と結びました。
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平成28年度大阪電気通信大学同窓会

13団体合同懇親会」開催される
.合同懇親会

母校教職員の同窓会「緑樹会J、

「クラブ同窓会」、 「友電会」の3同窓

会は、平成28年6月18日(土)午後

1時40分から、母校・寝屋川キャン

パスJ号館(ヱデュケーションセン

タ一)1階のレストランで「平成28年

度合同懇親会Jを開催しました。母

校の教職員をはじめ名誉教授など教

職員OB、大阪電気通信大学高等学校

の校長など関係者、そしてクラブOB

会会員、友電会会員、学生など約180

名が参加し、盛大に聞かれ、有意義

な会合となりました。

.友電会の今年度の「テーマ」

本年度の友電会総会テーマは「友

電会創立50周年」を折り返し、 「新

たなスタート『母校への貢献と思返

し ~J です。 「学園を取り巻くそれぞ

れの同窓会、後援会が母校の発展を

願い、心をひとつにして様々な形で

12 

母校に貢献していきたLリとの願い

が込められています。

.開会式

合同懇親会は藤田英治(E22)友電

会理事の司会でスター卜。まず、熊

本地震で亡くなられた皆様をはじ

め、大阪電気通信大学の関係者の物

故者に対して黙とうをささげまし

た。

続いて、岡本清孝(H11)友電会副

会長の「ただいまより、緑樹会、ク

ラブ同窓会、友電会の3同窓会によ

ります、平成28年度合同懇親会を開

催します」との力強い開会宣言で開

会しました。

まず、主催者の藤崎紘久(E01)緑

樹会会長、今年度から会長に就任し

た竹田治英(F19)クラブ同窓会会長、

そして友電会通常総会で会長に就任

した福田武(E02)友電会会長の3氏

がステージに上がり、紹介されまし

た。

クラブOB会の竹田会長は総会で

岡本清孝(H11>会長(現友電会副会

長)から引き継いで第4代会長とな

りました。友電会の福田会長は池本

善一(E02)会長から引き継ぎ第12代

会長に就かれました。

主催者を代表して福田友電会会長

があいさつされました。

福田会長は 「本日の友電会通常総

会で会長に就任しました福田ですJ

と前置きし、 13つの同窓会が合同で

懇親会を開催することは、大変意義

深いことだと思っています。多くの

恩師も出席されており、学生時代の

思い出話に花を咲かせ、そしてなに

よりも母校の将来を語り合い、母校

の発展に協力していきたいと思いま

す。本日は大いに楽しんでくださ

Lリと語りました。

続いて来賓のあいさつとして母校



司会の藤田英治(E22)
友電会理事

あいさつする

大石利光母校新学長

乾杯の音頭をとる石桁正士母校

名誉教授

あいさつする

成瀬淳母校理事長

あいさっする友電会の

福田武(E02)会長

(左から)竹田治英クラブ同窓会新会長、福田武友電会新会長

藤崎紘久緑樹会会長

の大石利光学長は、「実は、私も今年

度から学長に就任しました。友電会

の福田会長とともに、新たなスター

卜を切りました」と語り、「先ほどの

『伝統を継承し、実学教育で〈人間

力〉と〈技術力〉を培う大学として』

のテーマで講演しましたように、就

職に強い大学を目指します。そのた

めにも、卒業生の皆様のご協力が必

要ですJと、母校発展への協力を要

請しました。

お祝いの言葉として母校の成瀬淳

理事長は、 「本日はおめでとうござ

います。3つの同窓会が合同で懇親会

を開催することは、皆さんの母校を

預かる私としては大変心強いです。

皆様の声を聞き、母校の発展に尽力

してまいります」と述べられました。

正士名誉教授。「母校の発展のため

に乾杯しましょう」と前置きし、力

強い「乾杯」の声に合わせ、全員で

乾杯し懇親会がスタートしました。

しばらくは、吹奏楽団によります

演奏を耳に、恩師そして旧友と杯を

交わしながら学生時代の思い出話

や、大石学長や成瀬理事長を囲んで

の母校の今後について話し合うな

ど、有意義な会合となりました。

.学生クラブの演技

司会は岡本友電会副会長に代わ

り、「合気道部、剣道部、柔道部によ

る演武です。日頃の稽古の成果を披

露して頂くことになっています」と

紹介。

まず、合気道部から演武に入りま

する道Jの意で、「二人一組の『約束

組手形式~ (何の技を使うか合意の

元に行う)の稽古が中心であり、『取

り(捕り)~ (相手の攻撃を捌いて技

を掛ける側)と『受け~ (相手に攻撃

を仕掛けて技を受ける側)の役を互

いに交代しながら繰り返し行うJと

いわれています。

このほか、二教、三教、四教、五

教、天地投げ、回転投げ、呼吸投げ、

腰投げ、隅落し、合気投げ等の技が

あります。

会場では多くの技が披露され、会

場から拍手がおくられました。

続いて剣道部は、司会1名、演武

者9名で構成。

全日本剣道連盟によると、『剣道

の理念』は「剣道は剣の理法の修錬

した。司会1名、演武者7名で構成 による人間形成の道であるJと定め

.懇親会 されています。 ています。また、「剣道は剣道具を着

乾杯の音頭は緑樹会前会長の石桁 「合気道」とは「天地の"気"に合 用し竹刀を用いて一対ーで打突しあ

13 



.3同窓会合同の懇親会

あいさっする大阪電気

通信大学高等学校の

大音博司校長

あいさつする大阪電気

通信大学高等学校同窓

会の北田由博会長代行

あいさっする

藤崎紘久緑樹会会長

う運動競技種目とみられますが、稽

古を続けることによって心身を鍛錬

し人間形成を目指す『武道』ですJと

しています。

会場では、いろんな技が披露さ

れ、拍手喝さいを浴びていました。

柔道部は、司会1名、演武者4名

です。

柔道(じゅうどう)とは、 rw柔~ (や

わら)の術を用いての徳義酒養を目

的とした芸道、武道のことである。

現代では、その修養に用いられる嘉

納治五郎流・講道館流の柔術技法を

元にした理念を指して『柔道』と呼

ぶことが一般化している。柔道は、

投げ技、固め技、当身技を主体とす

る武術・武道、そしてそれを元にし

た社会教育的な大系となっているJ

といわれています。

会場では、多くの投げ技などが披

露され、多くの声援が送られていま

した。

14 

しばらく歓談の後、ギターマンド

リンクラブによる演奏がありまし

た。杯を片手にマンドリンの音色を

楽しみました。

続いて、工学部環境斜学制の「ペ

リーベリープロジェク卜」の紹介が

ありました。同プロジェクトの7名
の学生かフ。ロジェクトの内容につい

て説明し、受付で配布した「ラズペ

リークッキ-Jや会場での飲み物と

しておいである「ラズペリーサイ

ダー」は彼らが作成したものです。

会場では、クッキ一、サイダーと

もに「おいししリとの声が聞かれ、楽

しませていました。

.来賓あいさつ

司会は藤田理事に戻り、来賓の紹

介をしました。大阪電気通信大学高

等学校の大音博司校長、大阪電気通

信大学高等学校同窓会の北田由博会

長代行、藤崎紘久緑樹会会長があい

中締めのあいさつをする

竹田治英クラブ同窓会会長

さつしました。

しばらく歓談の後、吹奏楽団の演

奏に合わせて「大阪電気通信大学

大学歌」を全員で声高らかに斉唱し

ました。

.閉会

クラブ同窓会の竹田新会長は、

「本日はご出席ありがとうございま

した」とお礼を述べるとともに、 「次

年度の合同懇親会でお会いできるこ

とを楽しみにしています」と中締め

の挨拶をしました。

次いで、 「緑樹会と教職員」、 「友電

会第1期生から第5期生」、 「友電会

第6期生から第 15期生J、「第 16期

生以降と学生Jの順に記念撮影しま

した。

吹奏楽団が演奏する音楽に乗っ

て、来年度の総会・合同懇親会での

再会を約し、散会しました。



合気道部の演武

-E通・ -
題国罰瞳困ヲ九;?;zy;腿

ギターマンドリンクラブによる演奏

緑樹会年次報告会での

出席会員の記念写真

母校教職員OB会

「緑樹会の活動報告」

母校・教職員OB会「緑樹会」の藤

崎拡久(E01)会長から、平成28年6

月18日に母校・寝屋川キャンパスJ

号館で開催された「緑樹会年次報告

会Jの報告がありました。以下は、藤

崎会長からの投稿です。

緑樹会年次総会は平成28年6月18

日 (土)に大学寝屋川キャンパスJ

号館で開催いたしました。当日の出

席者数は26名でした。

報告会の冒頭に、昨年会長に就任

した藤崎会長から昨年の経緯と緑樹

会の今後の方向性などについての挨

柔道部の演武

下庫川V 三吉岡MI肺

凶JZhg会・岡野

「ペリーベリープ口ジ工 クト」の内容を説

明する同プロジェクトの学生

拶があり、この後、昨年の活動報告、

会計報告、役員改選等の報告があ

り、満場一致で承認されました。

また、自由討論の場では緑樹会の

会員確保や活動内容についての活発

な意見が出され、今後の会の活動に

どのように取り入れるかが幹事の大

きな仕事になります。

この後、大石新学長の講演をお聞

きし、 J号館1階レストランでの友

電会、クラブ同窓会、緑樹会合同懇

親会に参加、会員聞のみならず友電

会会員や現職教職員の方々と懇親を

深めました。

この懇親会では友電会に多大なお

世話を頂き、ここに厚く御礼申しあ

げます。

(記一緑樹会会長藤崎紘久)

合気道部、剣道部、柔道部の学生

剣道部の演武

「クラブ同窓会」の会長

竹田治英CF19)氏

クラブ同窓会は平成28年6月18日

(土)午前10時から母校・寝屋川キャ

ンパス J号館(エデュケーションセ

ンター)の5階で開催した「平成28年

度通常総会」で新会長に竹田治英

(F19)氏を選出しました。

岡本清孝(H11)会長(友電会副会

長)からのバトンタッチで、竹田新

会長は「これまでのクラブ同窓会の

運営などを踏襲しながら、現役学生

のクラブ活動を支援しつつ、母校の

発展にも貢献できるような活動を展

開していきたLリと抱負を語ってい

ます。

また、緑樹会、クラブ同窓会、友

電会の3団体による合同懇親会の席

上、「クラブ同窓会旗・垂旗」を贈呈

していただいた大角武紘(E01)氏を

囲んで記念撮影をしました。
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-友電会役員・支部・組織

16 

| 平成28年度友電会役員 | 
.理事:21名 .組織部会 .監事 :3名

-一役 志村哲樹 CF07)東海総支部長池田清 C1 05) 

会長 福田 武 CE02) 山口文男 CH07)北関東支部長 吉川博史 C1 05) 

副会長 麗谷 明 CF12)法人理事 小松周治 CF06) 九州支部長 尼丁正寄 CF08)

広報担当 責瀬一夫 CF07) .現顧問 :8名

副会 長岡本清孝 CH1D法人評議員.事業部会 臼井宏 CE01) 

組織・法人化委員会担当 川口明良 CF04) 法人評議員 羽湖完俊 CE01) 

副会長 水谷元也 CE08) 山崎敏之 CF14) 安 弘 CF01) 

事業担当 内野正道 CF12) 池本善一 CE02)

事務局長柴垣佳明(033) 小林守正 CH12) 獲渡 洋 CF02)

総務・財務担当 ・広報部会 宮本公明 CF03)

.総務・財務部会 吉田祐一 CF06) 中西義一 CE04)

森石峰一 CF14) 津居比佐夫 CHl7)びわこ支部長 中山 修 CF06)

野田鐘ー CF07) 段安義彦 CF06) 京都支部長 .法人評議員 :2名

藤田英治 CE22) 辻 佳彦 CH13) 法人評議員 畝本正一 CE07)

中田亮生(032) 堀江健二郎 CH14)

-友電会支部と支部長 (支部名 支部長・卒業学制・期) 大阪支部 平岡 臨CI07)

関東総支部 深野隆司(109) 東海総支部 志村哲樹CF07) 神戸支部 幸村常一CH16)

北関東支部 山口文男CH07) 静岡支部 久保田陽一CF05) 一回支部 小西 巌CE02)

茨城支部 木村功一CF09) びわこ支部 津居比佐夫CHl7) 石川支部 辻 久也C113) 

千葉支部 神 山 清 明CH15) 京都支部 段安義彦CF06) 九州、|支部 小松周治CE06)

神奈川支部 田谷 利 明CF07) 奈良支部 松井俊樹C113) 北米支部 高岸英人CF17)

| 各支部の情報は友電会ホームページで http://剛山nkai. org/ 

l 友電会総会 l 
i監 事顧 問 |

| 評議員会

大阪電気通信大学友電会
組織図 | 理事会 | 
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特別委員会 ト ・法人化委員会

| ・学史編さん室

担当副会長 I I 担当副会長 | | 担当副会長 J 事務局長 l ・学翠議員会

1 ・企業家同友会
| ・教育懇話会

組織部会 事業部会 広報部会 総務・財務部会 事務局

-支部の育成 ・総会・懇親会 ・会誌「ゅうでんかい」 ・予算、決算、資産運用 ・事務統括

-支部の新設 ・卒研室対抗ソフ ・その他発刊物 ・奨学金制度 ・名簿管理整理

-支部長会 トボール大会 ・ホームページ ・短期貸付制度 ・その他

-その他 ・大学・地域 ・インターネ ット ・経理、渉外

関連事業 ・その他 ・情報倫理委員会

-その他の事業 ・その他



友電会評議員.-
平成28年度友電会評議員

〔第1期生〕 中野正一 (E05) 吉田博由 (F07) 榊 原秀之 (H13) 〔第24期生〕
青 木 政治 (E01) 守上芳土(E05) 中口 武 (G07) 辻 佳彦 (H13) 津井 剣 (G24)
大角武紘 (E01) 岩本吉男 (F05) 松本好史 (G07) 松 井俊 樹(113) 贋瀬修 一 (G24)
大 塚 敏 兼 (E01) 大野一贋 (F05) 一谷 醇 (H07) 辻 久 也 (113) 〔第25期生〕
白 岩 義則 (E01) 尾方康祐 (F05) 田甫佐雅博 (H07) 〔第14期生〕 渡部 孝 (G25)
西原正明 (E01) 久保田陽一 (F05) 丹羽弘己 (H07) 森 石峰ー (F14) 松浦信 夫 (H25)
羽湖l完俊 (E01) 山口朝弘 (F05) 山口文男 (H07) 山崎敏之 (F14) 井口兼 彦 (H25)
藤 崎 紘久 (EOD 御崎正吾 (G05) 井平佳秀 (107) 倉中 宏 (G14) 〔第26期生〕

堀 中 英昭 (E01) 木村幸治 (G05) 平岡 臨 (107) 津 本雅 章 (H14) 西尾博 道 (F26)
宮崎 孝 (E01) 香西順治 (G05) 〔第8期生〕 堀江健二郎 (H14) 〔第27期生〕

白井 宏 (E01) 坂上晃一 (G05) 相羽政信 (E08) 細 川雅 巴(114) 奥泉大 輔 (H27)
安 弘 (F01) 高岡 亨 (G05) 石川智之 (E08) 田中二 郎 (114) 〔第28期生〕

園次 茂 (F01) 玉置 寛 (G05) 水谷元也 (E08) 〔第15期生〕 早野秀 樹 (E28)
野村康明 (F01) 堀内定夫 (G05) 尼丁正寄 (F08) 森 蔭剛久 (E15) 清水 良 (F28)
〔第2期生〕 堀井 浩 (G05) 藤井修逸 (F08) 小寺津隆司 (E15) 〔第29期生〕

桜木親房 (E02) 薮野美律 (G05) 幸田秀雄 (G08) 江 畑栄 二 (F15) 伏本和 人(129) 
池 本 善一 (E02) 池田 清 (105) 鎌谷英一 (H08) 宮傑研次 (F15) 井内友昭 (M29)
上 杉 靖 男 (E02) 吉川博史 (105) 新垣忠克 (H08) 皆 川重裕 (G15) 森 和義 (M29)
小西 巌 (E02) 〔第6期生〕 中出知伸 (108) 神山清明 (H15) 松尾賢 一 (M29)
谷口一雄 (E02) 奥村義美 (E06) 字野茂嗣 (108) 沖 洋一(115) 〔第30期生〕
福田 武 (E02) 兵藤敏夫 (E06) 船越 亨 (108) 山下友彦 (J15) 大野 守 (M30)
藤野雅也 (E02) 吉岡 睦 (E06) 〔第9期生〕 〔第16期生〕 〔第31期生〕

猿渡 洋 (F02) 段安義彦 (F06) 木村功一 (F09) 岡本宣正 (E16) 新川拓也 (M3D
本田煩次 (F02) 吉田祐一 (F06) 宮崎一幸 (F09) 渡 辺員行 (E16) 〔第32期生〕

吉 田 鎖治 (F02) 金谷武美 (F06) 栗栖敏朗 (F09) 幸 村常一 (H16) 中田亮生(032)
〔第3期生〕 小松周治 (F06) 大音博司 (G09) 島田慎太郎 (H16) 樫木 嘉典 (E32)
稲垣 肇 (E03) 田中稲夫 (F06) 岡川正寛 (H09) 〔第 17期生〕 〔第33期生〕
富田淳一 (E03) 中山 修 (F06) 下野哲生 (H09) 園田和之 (Fl7) 柴垣佳明(033)
石 本 時莞 (E03) 湯場崎直養 (F06) 森 和明 (H09) 園友志保 (Fl7) 〔第35期生〕

井上 徹 (E03) 大下正二郎 (G06) 工藤英男 (109) 高岸英人 (Fl7) 山村友 律 (J35)
竹 本 信 之 (E03) 森川佳宥 (G06) 平林一夫 (109) 津居比佐夫 (Hl7) 〔第36期生〕

成子一誠 (E03) 北)11 昇 (H06) 深野隆司 (109) 元花 修 (Hl7) 金野洋明 (M36)
原 一夫 (E03) 大川恒一 (H06 〔第10期生〕 松江 宏(117) 長谷川慎二 (G36)
中島俊一 (E03) 阪本和夫 (H06) 井野川ー (E10) 〔第18期生〕 〔第38期生〕

野田哲 治 (F03) 松伏正隆 (H06) 北地憲治 (E1Q) 田中庸介 (E18) 阿南景子(038)
菅野和 夫 (F03) 横道一雄 (H06) 山崎貞彦 (E10) 生駒京子(118) 〔第39期生〕

辻喜代 克 (F03) 前田 費 (106) 赤木俊雄 (G10) 加藤常員(118) 津田 正雄 (P39)
贋沢 洋 (F03) 荒木秋男 (106) 山崎洋一郎 (H10) 〔第19期生〕 〔第40期生〕
一橋長 夫 (F03) 国松敬一 (106) 佐藤渉一 (110) 竹田治英 (F19) 一上哲夫 (M40)
宮 本 公 明 (F03) 藤本 明 (106) 〔第11期生〕 〔第20期生〕 〔第41期生〕

〔第4期生〕 〔第7期生〕 松田 啓 (F1D 奥田 裕 (H2Q) 越野八重美 (L4D
辻 勝久 (E04) 稲原贋法 (E07) 佐脇弘泰 (G1D 阪弁 誠 (H2Q) 西 川達也 (M41) 
北 森 弘樹 (E04) 五傑純一 (E07) 鬼原治紀 (G1D 中川雅弘 (H20) 〔第44期生〕
中西義一 (E04) 宿谷幸男 (E07) 小舟定行 (G11) 中前浩也 (H2Q) 村 上豊裕 (G44)
観野福太郎 (E04) 宮本常徳 (E07) 岡本清孝 (H11) 〔第21期生〕 〔第45期生〕
藤原公彦 (E04) 畝本正一 (E07) 〔第 12期生〕 坂本 充 (H2D 竹中 浩之 (F45)
大下真二郎 (F04) 蝉 正敏 (F07) 内野正道 (F12) 〔第22期生〕 〔第48期生〕

川口明良 (F04) 志村哲樹 (F07) 贋谷 明 (F12) 藤田英治 (E22) 中 島拓哉 (E48)
中 島 良造 (F04) 田谷利明 (F07) 秋田良八 (H12) 〔第23期生〕 〔第49期生〕

藤田順彦 (F04) 寺田 豊 (F07) 恩智博司 (H12) 熊谷寿倫 (F23) 辻 琢磨(049)
〔第5期生〕 野田鐘ー (F07) 小林守正 (H12) 竹内和生(123) 〔第50期生〕

木村正彦 (E05) 長谷川洋 (F07) 〔第13期生〕 粛 畑森 (K23) 嶋 村拓都 (M5Q)
中尾 稔 (E05) 贋瀬一夫 (F07) 朝田健嗣 (E13) ニ砂博一 (K23)
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聞友電会の事業・活動

新卒業生・新入学生の皆さんへ

向窓会組織 「友電会」の活動・運営
「大阪電気通信大学と緊密に連繋を保持し、その発

展に協力し会員相互の親睦と研修を図るとともに教

育、学術、文化の発展に寄与するJ(友電会定款第4

条)一ことを目的に友電会は大阪電気通信大学の同

窓会組織として第1期生が卒業した昭和40年に設立

されました。

業の第52期卒業の皆さんを加えますと約4万9000名

を上回る大所帯になります。同窓会活動の基盤とな

る支部は近畿圏の主な府県をはじめ関東、東海、九

州などに設置し、支部活動を展開しています。

平成28年度で52年目を迎え、正会員数も今年度卒

ここでは、同窓会組織「友電会」の事業・活動を

紹介します。一読され、友電会の事業・活動を理解

していただき、積極的な参画と協力をお願いします。

.事業部会

「第39回卒研対抗ソフトボー)[，大会J(昨年

(平成28年)8月・寝屋川キャンパス・グラ

ンドで)

i ・総務・財務部会

総務 ・財務部会は、定款の第37条

から第45条で規定されている友電会

における資産および会計、具体的に

は予算・決算、資産運用、奨学金、短

期貸付、経理などの業務を担当して

います。ただし、実際の日々事務処

理業務は友電会事務局において処理

されています。また、収支決算およ

|・友電会理事会・評議員会

理事会は友電会の執行機関であ

り、定款に定める予算、事業の計画

などの事項に対する審議議決と執

行、また総会の計画運営、総会より

委任された事項の議決に対する執行

を行うところです。理事会が執行す

る案件で、重要と会長が認めた事項
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事業部会は友電会本部総会・懇親

会、卒研室対抗ソフトボーJL-大会な

どを担当しています。

まず、卒研室対抗ソフトポー)L.大

会は平成28年度で第39回目を迎え

ます。昨年8月開催の大会には 18

チーム約250名の学生・先生が参加、

学内では最大規模の恒例行事になっ

ています。

び予算、貸借対照表に基づく資産状

況については、毎年公認会計士の指

導の基に作成したのち、友電会監事

による監査を経て6月の友電会総会

に報告して承認をもらっています。

なお、急にお金が必要な場合は学

生課をたずねてください。友電会の

短期貸付制度を利用することができ

に加えて、定款第26条に規定されて

いる事業計画および、収支予算、なら

びに事業報告、収支決算、さらに財

産の処分などについては評議員会の

承認を得なければなりません。

また、理事会は年6回、評議員会

は年3回開催しています。

【活動内容】

・総会・懇親会

・卒研室対抗ソフトポール大会

.その他の事業

また、友電会本部総会は、友電会

の最高決議機関であり、最も重要な

行事であると同時に懇親会は会員相

互、思師との交流の場にもなってい

ます。

【活動内容】

・予算、決算、資産運用

.奨学金制度

・短期貸付制度

・経理 ・渉外 ・その他

ます。また、奨学金についても友電

会では充実をはかつており、詳しく

は学生課に相談して下さい。

理事会は 10名以上21名以内の理

事で構成すると定款で規定。現在は

福田武会長のもと 21名の理事で構

成され、日々事項の決定と執行にあ

たっています。評議員は220名(平成

29年1月現在)で、理事会からの諮問

に応じています。



l-広報部会

本誌「ゅうでんかい」の編集と

ホームページの編集が主な活動で

す。

会誌は5月(総会通知号)、3月(新

卒業生・新入生特集)など年2回、発

行しています。

ホームページは友電会の二ユース

を中心に母校学園や学生の動向など

【活動内容)

・会誌「ゅうでんかいJ

.その他発刊物

・ホームページ

.その他

ページとをリンクしています。ホー

ムページでは速報性を重視し、会誌

はじっくりと読んでもらうことを中

を掲載しています。会誌とホーム 心に編集しています。

.組織部会

支部活動は同窓会活動の基礎であ

り、組織部会では支部の育成・活性

化と新設に力を入れて取り組んでい

ます。現在、国内外に16支部 (1友

電会の支部J参照)があり、それぞ

れ独自の事業・活動を展開していま

す。支部活動は、同窓会活動の 『基

礎』であり、機会あるごとに「全国

支部長会」を開催し、支部聞の情報

交換や活性化のための意見交換をし

【活動内容〕

・支部の育成・活性化

・支部の新設

.支部長会

・本部はもとより支部の

総会支援

-その他

の日程などを掲載していま

す。さらに、在学生の参画

ています。 も呼びかけています。在学

各支部では、新卒業生の参画を大 生時から08との交流がは

歓迎しています。支部については本 かれるようにしています。

部事務局に問い合わせください。ま 支部総会懇親会などへの参

た友電会ホームページには支部総会 加を大歓迎しています。

.友電会事務局

友電会事務局は寝屋川キャンパス

のP号館1階にあります。事務局に

は常時事務員がおり、友電会の事務

一般を処理しています。

友電会理事会および評議員会など

の会議の案内や議事録作成および発

.学史編さん室

学史編さん室は、「同窓会か

ら見た大学の歴史」の編さん

に取り組んでいます。母校の

草創期からの『母校の歩み』を

中心に、その当時のことを先

生や教職員の方々にインタ

じューなどを通じて『記録』し

ていくことにしています。

友電会では支部の活性化と新設に力を

入れています(昨年 ・平成28年12月10
日に開催された「大阪支部の設立総会」

写真は親睦会の光景)

[活動内容】

・友電会活動の円滑な運営に伴

う事務処理全般

・会議の運営および財産管理と

会計処理業務

送業務、会員名簿の整理更新処理お 約4万9000名の会員と在学生 (準会

友電会事務局は、寝屋川キャンパスP

号館1階にあります。月曜日から金曜日

の午前10時から午後4時00分まで聞い

ています。

気楽にお訪ねください。また、母校学園

の教職員08会「緑樹会Jと同居してい

ます。

よび財務理事の指揮下での財産管理

と財務会計処理業務であります。

事務局では、理事会・評議員会の

円滑な運営と理事・評議員の活動し

やすい形での支援をするとともに、

員)への支援サービスを行うことを

モットーに業務に従事しています。

会員の皆様には、住所等の変更が

生じましたなら事務局までご一報下

さいますようお願いします。
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.友電会定款

大阪電気通信大学

友電会定款

第 1章総則

第 1条本会は大阪電気通信大学友電会と

称する。

第 2条本会は事務所を大阪府寝屋川市初

町18番8号大阪電気通信大学内に

置く。

第 3条本会は理事会の議決を経て支部を

設けることが出来る。支部設置規

則は、この定款の細則として別に

定める。支部には支部長を置く 。

第 2章 目的および事業

第 4条本会は大阪電気通信大学と緊密に

連繋を保持し、その発展に協力し

会員相互の親睦と研修を図ると共

に教育、学術、文化の発展に寄与

することを目的とする。

第 5条本会は前条の目的を達成するため

に次の事業を行う。

①研究発表会、講習会、座談会等

の開催

②機関誌、その他の刊行

③大阪電気通信大学発展のための

事業

④会員相互の親睦と連絡

⑤その他、目的を達成するための

事業

第 3章 会員

第 6条本会の会員は次の通りとする。
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①正会員

学校法人大阪電気通信大学が設

置した大学の学部、大学院を卒

業、または修了した者で、卒業時

あるいは修了時までに所定の入会

金および会費を納めた者

②準会員

学校法人大阪電気通信大学が設

置する大学の学部、大学院に在籍

している学生で、所定の入会金を

納めた者

③特別会員

学校法人大阪電気通信大学が設

置する大学の学部、大学院に専従

する教職員である者

④賛助会員

本会の目的に賛同し、その事業

を援助する者で、理事会の承認を

得た個人または団体

⑤名誉会員

本会の目的達成に多くの貢献を

した者で理事会の決議を経て推薦

された個人

第 7条会員は総会を組織し、総会の議決

に加わる。

2、会員は本会の目的事業の遂行に積

極的に協力するとともに、本会の

会員としてふさわしくない行為を

してはならない。

3、会員は本会の行う事業に対し、優

先的にその刺益を受けることが出

来る。

第 8条会員は次の理由によりその資格を

喪失する。

①脱退

②死亡および失跡宣言

③除名

第 9条会員が次の各号のーに該当すると

きは総会の議決を経て、会長がこ

れを除名することが出来る。

①本会の会員としての義務に違反

したとき

②本会の名誉を傷つけ、または本

会の目的に反する行為があったと

き

第10条既納の入会金および会費等はいか

なる理由があっても、これを返還

しない。

第 4章役員、評議員、顧問および職員

第11条本会には次の役員を置く。

理事10名以上21名以内(うち会

長1名、副会長3名、事務局長1名

を含む)。

監事3名。

理事および監事は評議員会で選出

し総会で承認を得る。

理事は互選で会長1名、副会長3

名、事務局長1名を決める。理事

は会長の指名により財務担当をは

じめとする会務を分担する。

監事は理事を兼任出来ない。

第12条会長は本会の業務を総理し本会を

代表する。

2、副会長は会長を補佐し、会長に事

故あるとき、または欠けたときは

会長があらかじめ指名した順序に

よって、その職務を代行する。

第13条理事は理事会を組織し、この定款

に定めるもののほか、総会より委

任せしめられた事項は議決し、執

行する。

第14条監事は民法第59条の職務を行う。

第15条本会の役員の任期は2年とする。

ただし再任を妨げない。

2、補欠による役員の任期は前任者の

残任期間とする。

3、役員はその任期満了後でも後任者

が就任するまではその職務を行

つ。

4、役員は本会の役員としてふさわし

くない行為があった場合、または

特別の事情があった場合には、そ

の任期中であっても理事会の議を

経て評議員会の議決により、会長

がこれを解任することが出来る。

第16条役員は有給とすることが出来る。

第17条本会には評議員を若干名置く。

2、評議員は評議員会を組織し、この

定款に定めるもののほか、総会よ

り委任せしめられた事項を議決す

る。また理事会の諮問に応ずる。

3、評議員の任期は2年とする。ただ'

し再任は妨げない。

第18条本会の評議員は次の通りとする。

①正会員のうちから卒業年度別に

総会または理事会で選出された者

②支部長

第19条本会には理事会の議決により顧問

を若干名置くことが出来る。

2、顧問は会長がこれを委嘱する。

3、顧問は会長の相談に応ずる。

第20条本会の事務を処理するため、事務

局を設け職員を置くことが出来

る。

2、職員は会長が任免する。

3、職員は有給とする。

第 5章

(理事会)

.6. = 議

第21条理事会は毎年6回会長が招集す

る。ただし、会長が必要と認めた

場合または理事現在総数の3分の

1以上、あるいは監事から会議の

目的たる事項を示して請求のあっ

た時は、ただちに会長は臨時理事

会を招集しなければならない。

2、理事会の議長は会長とする。

第22条理事会の議事は、この定款に別段

の定めがある場合を除くほか、理

事現在総数の2分の1以上出席し、

その出席理事の過半数でこれを決

し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。

2、理事は理事会を欠席する場合、あ

らかじめ書面をもって意見を表明

しなければならない。

3、理事の委任状は出席者とみなされ

ない。ただし、支部長が理事を兼

ねた場合に限り、当該支部の役員

で、理事でない者が委任状を持参

のうえ、代理として出席し、議決

と執行に加わることが出来る。



(評議員会)

第23条評議員会は毎年3回会長が招集す

る。ただし会長または監事が必要

と認めたとき、または評議員現在

総数の2分の1以上から会議の目

的たる事項を示して請求のあった

ときは、会長はその請求のあった

日から 20日以内に評議員会を招

集しなければならない。

第24条評議員会の議長は会議のつど評議

員の互選で決める。

第25条評議員会の招集は、すくなくとも

10日以前にその会議に付議すべき

事項、日時および場所を記載した

書面をもって通知する。

第26条次に掲げる事項については、理事

会においてあらかじめ評議員の意

見を聞かなければならない。

①事業計画および収支予算案、な

らびに事業報告および収支決算に

ついての事項

②不動産の買入れ、または基本財

産の処分についての事項

③その他、本会の業務に関する重

要事項で会長において必要と認め

た事項

第27条評議員会は評議員現在数の5分の

1以上出席しなければ、その議事

を聞き議決することは出来ない。

ただし、当該議事につき書面を

もってあらかじめ意志を表示した

者は、出席者とみなす。

第28条評議員会の議事は、この定款に別

段の定めがある場合を除くほか出

席者の過半数で決し、可否同数の

ときは議長の決するところによ

る。

(総会)

第四条通常総会は毎年1回、会計年度終

了後90日以内に会長が招集する。

2、臨時総会は理事会または監事が必

要と認めたとき、ただちに会長が

これを招集しなければならない。

第30条会長は会員現在総数の10分の1以

上から会議に付議すべき事項を示

して、総会の招集を請求された場

合には、その請求のあった日から

20日以内に臨時総会を招集しなけ

ればならない。

第31条総会は、すくなくとも10日以前に

その会議に付議すべき事項、日時

および場所を記載した書面をもっ

て通知する。

第32条次の事項は通常総会に提出して、

その承認を受けなければならな

0
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①事業報告および収支決算ならび

に事業計画および収支予算

②財産目録および貸借対照表

③その他理事会において必要と認

めた事項

第33条総会は、会員現在総数の100分の

1以上出席しなければ、その議事

を聞き議決をすることが出来な

い。ただし、当該事項につき書面

をもってあらかじめ意志を表示し

た者は出席者とみなす。

第34条総会の議事は、この定款に別段の

定めがある場合を除くほか、出席

者の過半数で決し、可否同数のと

きは議長の決するところによる。

第35条総会の議事の要項および議決した

事項は会員に通知する。

第36条総会、理事会および評議員会の議

事録は議長が作成し、議長および

出席代表2名以上が署名捺印のう

え、これを保存する。

第 6章 資産および会計

第37条本会の収入は次の通りとする。

①入会金および会費

②事業に伴う収入

③資産から生じる果実

④寄付金品

⑤その他の収入

第38条本会の資産を分けて、基本財産お

よび運用財産の2種類とする。

2、基本財産は、別紙財産目録のうち、

基本財産の部に記載する資産およ

び将来基本財産に編入される資産

で構成する。

3、運用財産は、基本財産以外の資産

とする。ただし、寄付金品であっ

て、寄付者の指定するものはその

指定に従う。

第39条本会の資産は、理事会の決議に

よって会長が保管する。

2、基本財産のうち、現金は理事会の

議決によって確実な有価証券を購

入するか、または定額郵便貯金と

し、もしくは確実な銀行に信託す

るか、あるいは定額預金として会

長が保管する。

第40条基本財産は処分し、または担保に

供してはならない。ただし本会の

事業遂行上、やむを得ない理由が

あるときは、理事会および総会の

議決を得、その一部に限り処分

し、担保に供することが出来る。

第41条本会の事業遂行に要する費用は入

会金、会費事業に伴う収入および

資産が生ずる果実等の運用財産を

もって支弁する。

第42条本会の事業計画および、これに伴う

収入予算は毎年会計年度開始前に

会長が編成し理事会の議決および

総会の承認を受けなければならな

い。なお、事業計画およびこれに

伴う収支予算を変更した場合も同

様とする。

第43条本会の決算は、会計年度終了後

3ヵ月以内に会長が作成し、財産

目録、貸借対照表、事業報告書お

よび会員の異動状況書とともに監

事の意見をつけて理事会および通

常総会の承認を受けなければなら

ない。

2、本会の決算に剰余金があるとき、

理事会の議決および総会の承認を

受けて、その一部もしくは全部を

基本財産に編入し、または翌年に

繰越すものとする。

第44条収支予算で定めるものを除くほ

か、新たに義務の負担をし、また

は権利の放棄をしようとするとき

は、理事会および、総会の議決を経

なければならない。

第45条本会の会計年度は、毎年4月1日

に始まり翌年3月31日に終わる。

第 7章 定款の変更ならびに解散

第46条この定款は、理事会および総会お

のおの5分の3以上の議決を経な

ければ変更することが出来ない。

第47条本会の解散は、理事会および総会

おのおの4分の3以上の議決を経

なければならない。

第48条本会の解散に伴う残余財産の処分

は理事会および総会おのおの4分

の3以上の議決を経てから大阪電

気通信大学学長の許可を受けて、

本会の目的に類似の目的を有する

公益事業に寄付するものとする。

第 8章補則

第49条この定款施行についての細則は、

理事会および評議員会の議決を得

て別に定める。

第50条昭和48年11月1日施行

昭和52年 5月29日改正

昭和55年 6月29日改正

昭和57年 6月27日改正

平成 3年 6月30日改正

平成 5年 6月27日改正

平成 7年 6月25日改正

平成13年 6月23日改正

平成16年 6月26日改正

21 



-ホーム力ミングデー

母校では平成28年11月5日(土)午後

3時から寝屋川キャンパスの「エデュ

ケーションセンタ-J(J号館)6階の小

ホールで「ホーム力ミングデ-2016Jを

開催しました。当日は大学祭期間中と

いうこともあり、約200名が参加し盛り

上がりました。式典の後、記念講演会や

母校教職員OB3名による近況報告会な

どがあり、最後にZ号館3階の学生ホー

jしで懇親会、グラウンドをスクリーン

にした「プロジェクションマッピングJ

の上映がありました。 母校が「ホームカミングデー2016J開催

約200名

が出席
記念講演会や教職員083名 「近況報告」

.1ホーム力ミングデ-2016J式典 .記念講演会 ・資格を取得したい 17.0見
午後3時から寝屋川キャンパス 母校・卒業生の医療福祉工学部長 ・教員免許を取得したい 8. 4% 

「工デュケーショ ンセンターJ(J号

館)6階の小ホールで「ホーム力ミン

グデ-2016Jの式典が開催されまし

た。この催しは「卒業生を招いて、恩

師や同窓生同志が旧交を温めるとと

もに、母校の近況を知ってもらう」

のが目的で、今回で5回目を迎えま

した。

式典は池宮達雄大学事務局長の司

会でスター卜しました。

大石利光学長は卒業生に参加への

感謝の気持ちを表すとともに、「こ

れまで大事にしてきた開学の精神と

実学に磨きをかけていくとともに、

教職員一同が改革に取り組んでいき

たい」とし、卒業生の協力を要請し

ました。

次いで大学祭実行委員長の森本舜

介氏は、「現在、大学祭の期間中で

す。どうぞ、学生時代を思い出して、

大学祭を楽しんでいってくださLリ

と述べました。

式典のあとは、記念講演会と母校

教職員OB3名による「近況報告」です。

22 

の新川拓也(K29)教授が「教育現場

から見た大阪電気通信大学Jという

テーマで、講演を行いました。

新川教授は母校の大学院工学研究

制情報工学専攻博士後期課程を1999

年に満期退学、同年に博士(工学)の

学位を取得しました。

1995年に母校の事務職員になり、

2001年に工学部(1部)医療福祉工学

制の講師に2004年に医療福祉工学

部医療福祉工学制の講師になり、

2006年に助教授、 2007年に準教授、

2011年に教授に昇格しました。

取り組んでいる研究は 「生活支援

工学J1医用工学」で、「障がい者と

健常者がともに遊戯できるエンタテ

インメン卜機器の開発J1ドライマ

ウス・ドライアイの診断支援装置の

開発」などに当たっています。

講演では、母校の歴史に触れた

後、「大阪電気通信大学で実現した

いことランキングJとして、

・専門学力を身につけたい 32.日

.就職できる力を身につけたい

22. 6目

-もの作りや製品制作に没頭したい

4. 9% 

となっています。

つまり、「社会人基礎力」、「専門知

識」、「資格」にまとめることができ、

「適応力のある社会人」を目指して

いるということができます。

「変わる学生気質」では、「攻め」ー

ある程度目的を定めて、自ら進んで

知識や人脈を得ようとする、 「探索」

ーある程度分野を定めて、与えられ

た方法で自ら目的や知識、人脈を探

る、「受け」 一目的や知識、人脈が与

えられるのを待つーということにな

ります。

記念講演会で講演する医療福祉工学部長の

新川拓也先生(右ページの写真も)



fNOと言える/言えないか」が両極

端、「友達に優ししリ、「心が折れる」、

「癒しJ、「静かな自己主張」、「まじ

めJ、「怒られることを非常に恐れ

る」というのが現在の気質のようで

す。

最後に、「この笑顔のために頑張

ります」 ースクリーンには、笑顔が

満載の写真集「医療福祉工学部医療

福祉工学制 10期生懇親会jの看

板が掲げられていました。

.母校教職員OB3名の「近況報告」

OB教職員3名による「近況報告」で

は、石桁正士名誉教授、藤崎紘久名

誉教授、新宅寛氏にステージへあ

がっていただき、在職中の懐かしい

思い出話をはじめ、趣昧や現在の取

り組みについてお話していただきま

した。

.石桁正士名誉教授

石桁正士先生は総合情報学部デジ

タルアー卜・アニメーション学斜の

先生として、平成19年まで35年間

'にわたって教鞭をとりました。

「定年1年後の平成20年に、緑樹

@司会を務める池宮

達雄大学事務局長

@あいさつする母校

の大石利光学長 U 
@あいさつする大学

祭実行委員長の森本

舜介氏

「近況報告Jする母校教職員OB3名

(左から新宅氏、石桁先生、藤崎先生)

会の小川会長から、会長をやれとい

われ、引き受けました。平成26年に

は、こちらにおられる藤崎先生にバ

トンタッチしました」とし、教職員

のOB会としてはユニークな会で、他

の大学では少ないようです。

趣味としては、「私は研究会大好

き人間ですJとし毎月、いくつかの

研究会に出ているそうです。「やる

気研究会」と「やる気ビジネス研究

会」は毎月第4日曜日に、「情報教育

学研究会Jは第3日曜日にといった

具合です。

また、毎週2旬、朝日新聞の俳壇

に投句しています。ここ6年間は落

選中ですが、これからもチャレンジ

していくそうです。

「元気に毎日暮らせることは、最

高に幸せなことです。よい大学に勤

めることができたこ

とは、最高の人生で

す」の言葉で締めく

くりました。

4砂藤崎紘久名誉教授

藤崎紘久名誉教授

は「退職して3年そ

の後の近況報告」の

テーマで話されまし

た。先生は工学部電

気電子工学和の先生

として平成25年定年まで48年間に

わたり教鞭をとられました。

定年退職の4"'5年前から退職後

の過ごし方についての方針を考えて

いました。今年105歳になられる聖

路加国際病院名誉院長の日野原重明

先生が、小学生への講演で、 flO歳

までは時間を自分を成長させるため

に使いなさい。それ以後はほんの少

しでも他人のために使いなさLリと

話されているのを聞き、ボランティ

アと趣昧とバランスを取りながら活

動できれば、と考えるようになりま

した。

このような時に研究室の卒業生か

ら「子供たちのロボッ卜講習会を手

伝ってほしLリとの話があり、ボラ

ンティアでお手伝いすることにな

り、新たな人たちとの交流の場がで

きました。

また、趣味としては「二ッコール

クラブ堺支部」に入会することで写

真の作品作りを指導していただける

人たちとの交流の場ができました。

さらに、平成27年大学の「緑樹会」

会長になり、退職の方々との交流の

場が広がりました。この他にも、友

電会、研究室の卒業生、硬式野球部

の選手たち、ゴルフ仲間、小学校、高

校の同窓会など多くの人たちとの交
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-ホームカミングデ-

母校OBの3人組

「ザ・ブルー・サンダーボーイズJ

流があります。

最後に藤崎先生は、「これからも、

ボランティアと趣味とのバランスを

取りながら、多くの人たちと元気で

交流できることが人生の最大の歓び

と思っていますJの言葉で結びまし

た。

4砂新宅寛氏

新宅寛氏は昭和37年から平成18

年まで、 47年間にわたって学生部に

勤めてこられ、「学生部次長」として

退職されました。

「昭和45年から同50年ころには、

学生の60""'70%がクラブに所属して

いました。学生の活動が最も活発な

ころで、その当時、学生会館や生協、

部室の建設などが思い出されます」

と、当時を懐かしむように語られま

した。

「電通大に来てよかったJと言わ

れる大学になってほしい、と語り、

「お手伝したいと思っています」と

述べられました。

退職後は、通信制の「相生学院高

等学校Jの創設に関わり、平成20年、
相生市に本校を開設しました。当時

「少子化時代に生徒は集まるのか、

中退する生徒をどうするのか」と

いった課題に直面していました。な

んとか、株式会社として高等学校開

設にこぎつけました。

まず、「文武両道」になるよう努め

てきました。その甲斐があって岩手

国体でテニスが優勝、ボクシングも
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懇親会の光景

高校総体でパンタム級が優勝するな

ど、好成績を納めるまでに成長しま

した。

新宅氏は今年7月で70歳になった

のを機に、「これからは、自分のため

に時間を使いたしリとの理由から、

相生学院高校理事を退職されまし

た。

.懇親会

「ホーム力ミングデ-2016 懇親

会」は午後5時から、寝屋川キャン

パスZ号館3階の生協レストランで

約 150名が参加して開催されまし

た。

懇親会は放送研究会部員の司会で

スター卜しました。

大石利光学長は、「本日は多くの

卒業生の皆さんに集まっていただ

き、ありがとうございました。皆さ

んの母校を預かる者として、今後は

発展させるよう教職員一同が一致し

て頑張っていきます」と語り、卒業

生の協力を要請しました。

次いで友電会の福田武会長は、

「私たちの母校の発展のため、卒業

生団体の友電会としても最大限の協

力をしていきたいと思います」と述

べました。

母校の副学長の森幸治先生の乾杯

の音頭で、懇親会の開宴となりまし

た。

杯を交わしながら、母校の発展な

どについて話し合うなど、和んだ雰

囲気で宴会が続きました。

鶴見会であいさっする 乾杯の音頭をと

友電会の信田武会長 る森幸治副学長

会場では、母校OBの3人組「ザ・

ブルー・サンダーボーイズJによる

「フォークソング&力ントリーライ

ブ」を楽しませてくれました。

「ブルーサンダーボーイズ」とは

メンバーは吉岡睦(E06)(ハーモ二

力)、山口朝弘(F05)(ギター)、下野

哲生(H09)(ギター)の3氏。1996年

(昭和41年)に母校の学生バンドと

して結成。現役仕事をクリア後に演

奏活動を再開しました。仕立て直し

た新しいパージョンでオリジナル曲

も加えて各種イベントなどで演奏活

動を行っています。

懇親会は伊興田功学生部長の閉会

の辞で終了しました。

.フィナーレ

フィナーレは、 J号館からグラウ

ンドに向けて投影する「プロジェク

ションマッピンク‘」が行われ、大学

の懐かしい写真の数々や最先端の映

像技術を楽しみました。

これは、母校の産学共同組織であ

るJI AMS (先端マルチメディア合同研

究所)プロデユースによるもので、

今回は建造物に映像を映し出すこれ

までの方法から趣向を変え、 J号館

からグラウンドに向けて投影する工

夫をこらしたものになっていまし

た。

当日は大学祭期間中でもあり、多

くの参加者でにぎわい、楽しんでい

ました。



.母校のトピックス

母校・回線畷キャンパス

「なわフェス I 16Jを開催
「名誉教授称号記授与式J
を母校が行いました

力)~ユニット女STARS (スターズ)さ

んをお迎えしてのミ二ライブをはじ

め、大声大会、じンゴ大会など参加

者も一緒に楽しめる企画が実施さ

れ、体育館では輪投げやボウリング

など、子どもたちも楽しめる競技が

行われました。

あいにくの雨模様となりました

が、卒業生や地域住民の皆様をはじ

め、多くの方々にご来場いただきま

した。

(母校・ホームページ

掲載より)

2016-11-21 

11月20日(日)、四傑畷キャンパ

スにて「なわフェス， 16Jを開催し

ました。四候畷キャンパスイベン卜

運営委員会の学生が中心となって、

趣向を凝らした様々なイベン卜が実

施されました。

今年度のテーマは「私たちの『童

話~J 。 声優上坂すみれさんによる

『童話』を「声で伝える」トーク

ショーや、『童話』を舞台とした脱出

ゲーム、『童話』をモチーフにした食

べ物の出庖など、テーマに沿って、

統一感ある内容で来場者を楽しませ

ました。

またステージ企画ではダンスポー

学制4年生)

.技能検定成績優秀者大阪府知事

賞

-松本健ーさん(工学部電気電子工

学制2016年3月卒業)

森内さんは「このような賞をいた

だき大変うれしいです。資格を取得

した経験は就職活動にも役立つたと

思います」と受賞の喜びを語ってく

れました。また1級取得には実務経

験が必要なことから、「就職したら1

級に挑戦したいと思いますJとさっ

そく上級資格への意気込みを見せま

した。

※写真は森内さん

(母校ホームページ

掲載より)

平
成
二
十
八
年
度

大
阪
府
職
業
能
力
開
発
促
進
大
会

一

主

催

大

阪

府

大
阪
府
砿
案
能
力
開
発
協
会

母校・電気電子工学制の学生が

「大阪府職業能力開発促進大会」

で表彰

2016-11-22 
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11月21日(月)、大阪市中央公会

堂で「平成28年度大阪府職業能力開

発促進大会Jが開催されました。

大阪府では優れた技能者か適切に

評価される社会づくりに取り組んで

おり、この大会はその取組みの一環

として、優れた技能者や職業能力開

発・技能検定の推進に功績のあった

方々を称え、技能を尊重する社会を

形成するために開催されています。

この日は、森内優貴さん(工学部

電気電子工学制4年生)と 2016年3

月に同学制を卒業した松本健ーさん

が、平成28年度2級技能検定試験

「シーケンス制御作業」において優

秀な成績を収めたとして表彰されま

した。

[受賞内容〕

.技能検定成績優秀者大阪府職業

能力開発協会会長賞

・森内優貴さん(工学部電気電子工

母校では 10月20日(木)、寝屋川

キャンパスにて「名誉教授称号記の

授与式Jを行いました。大石利光学

長と成瀬淳理事長はあいさつの場に

おいて、今回受賞された先生方のこ

れまでの功績を称えるとともに本学

園の今後の方針について説明し、

「その深い見識と外部からの視点を

もって今後もぜひ本学園の発展にご

協力いただきたいJと述べました。

授与式後には記念撮影を行い、ま

た昼食会では近況報告や思い出話を

楽しむ様子が見られ、終始和やかな

雰囲気で終了しました。

.授与された先生は次のとおり 0

・橘 邦英(元学長)

・足立英郎(元工学部人間制学研

究センター教授)

-生田 孝(元工学部電気電子工

学制教授)

・西岡昇(元工学部環境和学制

教授)

・森本正治(元医療福祉工学部医

療福祉工学制教授)

・楓大介(元総合情報学部デジタ

ルアート・アニメーション学制教

授)

(母校ホームページ

掲載分より)

2016-10-21 



母校・総合情報学部の卒業研究展

~2016 年度なわてん』は 2017 年 1

月28日(土)、 29日(日)の2日間、
四篠畷キャンパス6、7、10号館で開

催されました。29日(日)にコナミ

ホールで聞かれたスペシャルイベン

ト『なわてんグランプリ 2016~ で出

品された169作品の中から優れた作

品に各賞が贈られました。友電会で

は、今年度から「なわてんJを盛り

上げるため「後援Jとして参加する

ことになり、 3組!こ「友電会賞Jを授

与しました。

• 1友電会賞」の創設

今年度で14回目を迎えた「なわて

ん」の後援として友電会が参加しま

した。「なわてん」は、総合情報学部

のデジタルゲーム学制、情報学割、

メディアコンビュータシステム学

制、デジタルアート・アニメーショ

ン学制の4学制の4回生が「卒業研

究展」として開催しているもので

す。

友電会では、母校の「大イベン卜J

を後押しするため、参加することに

なりました。「友電会賞」は3組です。

26 

友電会が

総合情報学部の卒業研究展

rr2016年度なわてん』後援

28日午後、友電会の福田武(E02)
会長をはじめ三役と、担当の事業部

会の川口明良(F04)部会長や部員な

ど8名が「なわてんJの会場で作品

を見て回り、選定しました。

また、 28日午後3時から四傑畷

キャンパス6号館1階の「工Jl，スエ

じ口」で、総合情報学部の「ホーム

力ミングデー」に約100名が参加し

て開催されました。

友電会の福田武(E02)会長は、「多

くの卒業生が出席してのホーム力ミ

ングデーは楽しいものです。この日

を忘れずに、毎年参加してくださ

い。ますます盛大になることを期待

しています」とあいさつしました。

.1グランプリ賞」は、長江剛さん・

高山大輝さんの作品

グランプリは、長江剛さん(デジ

タルアー卜・アニメーション学制

※)、高山大輝さん(デジタルゲーム

学制)の作品「ゴブリンキングダム」

が受賞しました。本作は観客賞とダ

ブル受賞となりました。

神崎和男・審査委員長から表彰状

と賞金が手渡されました。

グランプリを受賞した「ゴブリン

キングダムJは、中世の城を舞台に、

次々と迫ってくるゴプリン(敵)を

倒していく VR(バーチャJl，リアリ

ティ)ゲーム。

VRは、ゴーグjしのようなヘッドマ

ウントディスプレイを装着すると、

360度全方向を取り囲む、 3D空間が

出現し、仮想現実に入り込んだよう

な体験ができるのが特徴で、ゲーム

業界で大きな注目を集める新しい技

術です。

長江さん、高山さんは、「これから

も、この道に進みますが、頑張って

いい結果を出したいと思います。援

助してくださった先生方をはじめ学

校の皆さんに感謝しています」と受

賞の喜びを語りました。

.福田武・友電会会長(E02) 1友電

会賞」の講評

「友電会賞Jは3組が選ばれ、福田

会長から表彰状と賞金が手渡されま

した。



卒業研究が展示された「なわてんJの会場 「友電会賞」を講評する福田会長
「友電会賞」の表彰式。福田会長から3組に

表彰状と賞金が手渡された

福田会長は、 IWなわてん』に友電 調査を基に、 SNSの適切な活用、体 で学んだ理論や知識を母国での映像

会として初めて参加しましたが、 験型のゲーム要素を取り入れた脱出 むジネスとして、どこまで実践でき

アートあり、映像、ゲーム、研究論 ゲームなど、今後の意識向上につな るか?という課題で挑んだクライア

文ありで、デジタ)L.メディアを駆使 がる要素を提案しています。 ントワーク作品です。

したユニークで、かつ熱意を感じと 。 r6 1 J (口クイチ)映像作品 学生とは思えないバイタリテ ィー

ることが出来ました。「友電会賞」と -ー鬼紗也佳さん、服部かおりさん、 と撮影・編集技術でスケールの大き

しては、すべての作品に差し上げた 高階智之さん (デジタルアー卜・ア な美しい映像作品として、また結実

いところですが、選定にあたって3 二メーション学制※、 藤田研究室) させたクライアン卜評価も高く、品

作品という制約のため大変苦労いた 大学で発生した殺人事件に学生達 質的にもプ口の作品です。

しました。ここでエントリーした3 が巻き込まれるサスペンスドラマ 各々の作品は多岐にわたってお

作品を紹介させていただきます」と で、演技の経験がない学生達がそれ り、指導された先生方も大変苦労さ

のべ、次のように講評しました。 ぞれの役割を一生懸命演じていま れたと思いますが、学生の皆さんに

す。 とっても一生心に留める事でしょ

• r友電会賞」を受賞した3組 殺人事件の被害者が残した謎の数 う。また社会に出られでもこの経験

。「防災意識の向上に関する研究J 宇 r6 1 Jを巡って、新人刑事は学 を生かされることを期待しておりま

論文 生達の証言にウゾはないか?、謎の す。

-道井菜央子さん(デジタルゲーム 数字とは?、犯人との関連は ?、現 友電会としましでも、今後ともこ

学制、原研究室) 在の学生気質を取り入れたラスト のイベントへの協賛を継続し、応援

本研究は、大規模災害が起こった シーンで明かされる驚樗の真実のシ していきたいと思います。

際に被害を最小限に防ぐための意識 ナリオです。

と行動について多方面から調査・考 。 rFindthe Life Once AgainJ展 .神崎和男・審査委員長 「グラン

察したものです。 示映像作品 プリ作品Jの講評

最近は、いつどこで何が起こるか -張馳(ちょうち)(デジタルアート・ (デジタルゲーム学制教授)

分からない状況で、特に若年層の防 アニメーション学制※、寺山研究 例年通りジャンルが多様で内容も

災・減災意識の向上のための対策が 室) 充実していました。グランプリ受賞

必要である事に着目し、最近の事例 中国人留学生である作者が、日本 作は2つの研究室の学生による共同
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⑤ 「ホームカミンク.デー」であいさっする友電会の福田武会長

CClrホームカミングデー」の会場

作品で、観客賞とのダブル受賞でし

た。昨年9月の東京ゲームショウに

も出品したVRゲームで、没入感、

操作性、キャラクタが魅力的な作品

です。へじーユーザー向けであった

ゲームを、なわてん出展に当たって

VR初心者も楽しめるようにデザイ

ンしなおした配慮もよかったと思い

ます。2人とも素晴らしいゲーム会

社に就職が決まっていると聞いてい

ます。今後のご活躍をお祈りしま

す。

.大石利光学長の総評

このように多くの皆さんに4年間

の成果を卒業研究として見せる場

は、本学では「なわてん」しかあり

ません。この「なわてんJで皆さん

が体験したこと、一番大事なこと

は、自分だけじゃなく周りと協力し

先生方の協力も得て、自分の思い描

いたものをどうみんなに見てもらう

か、そういう場に向けて取り組んで

きたこと。これが、今後社会に出て

大いに役に立つと思っています。後

援会、京阪ジャーナル社、友電会..• 

皆さんに後援していただきました。

ありがとうございました。
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『なわてんグランプリ 2016~

受賞作F
I (学部は「総合情報学部J)

【グランプリ) (1作品受賞)

.作品名:rゴブリンキングダムJ

・長江剛さん (デジタルアート・アニ

メーション学制※)

・高山大輝さん (デジタJ[..ゲーム学

制)

<) r観客賞Jとダブル受賞

【準グランプリ) (2作品受賞)

.作品名:rLOST COLORJ 

・引田拓吾さん、木村悠登さん、越智

雄大さん (デジタルゲーム学制)

.作品名:rFind the Life Once 

Aga i nJ 

・張馳さん (デジタルアート・アニ

メーション学制※)

。 「友電会賞」とダブル受賞

{観客賞】(1作品受賞)

.作品名:rゴブリンキングダムJ

・長江剛さん(デジタルアート・アニ

メーション学制※)

・高山大輝さん (デジタ)l.-ゲーム学

制)

【友電会賞) (3作品受賞)

・作品名 :r 6 1 J 

・高階智之さん、服部かおりさん、三

鬼紗也佳さん (デジタルゲーム学制)

・作品名:rFind the Life Once 

「グランプリ賞」を受賞

「グランプリ賞」を受賞

AgainJ 

・張馳さん (デジタルアー ト・アニ

メーション学制※)

。作品名:r防災意識の向上に関する

研究一若年層の地域との関わりを中

心に」

・道井菜央子さん (デジタjしアー卜・

アニメーション学制※)

【後援会賞】 (1作品受賞)

.作品名:r靭帯特性に基づく痛み評

価手法の提案とじ卜型無線レス

キューダミーによる検証」

・奥本昂大さん (情報学制)

【アゴラ賞) (1作品受賞)

.作品名:rBLANK TOWERJ 

・行武元さん (デジタJ[..ゲーム学制)

[学術研究賞】 (1作品受賞)

.作品名:rRoboCup SSL Humano i dに

おける歩行動作の選択とキ ックへの

応用」

・平井雅之さん (情報学制)

【芸術賞】 (1作品受賞)

.作品名:r同一のモチーフを用いた

映画楽曲の制作J

-八木礼実さん (デジタルアー卜・ア

ニメーシ ョン学制※)

(※現デジタルゲーム学制)

(母校ホームページ・2017-01-30rwな
わてんグランプリ』の受賞者が表彰

されました」より、一部引用)



.クラブ活動関係

「第52回大阪電通大

チャリティーラリー

丹後半島ラリー2016J

8月27日(土)、 28日(日)の2日間、

京都府京丹後市において、母校の

「体育会自動車部」 の主催(大会会

長:大石利光学長)による「第52回

大阪電通大チャリティーラリー丹

後半島ラリー2016Jが開催されまし

た。28日に京丹後市役所で行われた

セレモニアルスター卜では、大石利

光大会会長のフラッグを合図に、

次々とラリー力ーがスター卜を切り

ました。

この丹後半島ラリーは、一般社団

法人日本自動車連盟 (JAF)公認国内

競技として、 JAF中部近畿ラリー選

手権、 JMRC近畿ssラリーシリーズ、

TOYOTA GAZOO Racingラリーチャレ

ンジ力ップのタイトルとして開催さ

れており、 JAF中部近畿ラリー選手

権・ JMRC近畿ssラリーより 42チー

ム、 TOYOTAGAZOO Racingラリー

「丹後半島ラリ ー」の出発

2016-08-

玉となっていけるよう、皆さんとと

もに進めていきたいと思います」と

今後の展望について語りました。

ラリーの会場であいさっする母校の

大石刺光学長

(母校のホームページ

29 掲載分より)

チャレンジカップより33チーム、計

75チームが出場しました。

閉会式では三崎政直大会名誉会長

(京丹後市長)に続いて大石大会会

長が挨拶を行いました。

大石大会会長は、大会が無事終了

したことに感謝の意を表すととも

に、「このラリーは京丹後市の観光

をアピールするための一つの手段と

して丹後半島を舞台に 2012年に始

まり、今年で5回目の開催となり、着

実に地域に根付いていることを実感

しています。これからも、この丹後

半島を舞台にしたラリーが盛大に開

催され、モータースポーツのファン

が増え、さらに京丹後市の観光の目

お

午

」
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硬式庭球部 11名 (6)
バドミントン部 25名 (14)
サイクリング部 7名
スキ一部 30名 (10)
ハンドボール部 19名 (7)

軟 式野球部 19名 (4)
アメリ力ンフ ットポー)[.，部 33名 (16)
フットサル同好会 28名 (14)

2016年 5月1日現在

.自治会直属団体

雁援団 (休部中)

.母校の学生団体一覧

コミ ックアート

ストリー卜部

Photo部

奇術愛好会

美 術愛好会

ボランティア同好会

学生団体加入状況 学生数(新入生)

学生数(2016-05-01)5234名(1241名)

自治会直属団体加入者数

体育会所属団体加入者数
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548名

(201名)

418名

966名

18.46出

文化会所属団体加入者数

加入者総数

加入者比率

19名 (7)

42名 (18)
17名 (3)
41名 (11)
24名 (6)

20名(1)

24名 (11)

11名 (2)

56名 (19)
13名 (3)

-文化会所属団体

吹奏楽団

軽 音 楽部

ギターマンドリンクラブ

SF 研究会

電子技術研究部

放 送 研究

通 信 研究

音 響 研究

映画研究

管弦楽団

4
2
4
2
4
2
4
2
 

5名 (3)

8名
70名 (33)
29名 (5)
25名(4)

19名 (5)

11名 (3)
26名 (12)
24名 (11)

6名 (1)

24名 (10)

30名 (11)
20名(10)

19名(1)

17名 (8)
24名 (6)

-体育会所属団体

空 手 道 部

ラクむーフ ットボール部

硬式野球部

ソフトテニス部

弓 道 部

卓 球 部

柔 道 部

剣 道 部

バレーボール部

少林寺拳法部

サ ッ 力 一 部

男子バスケ ットボール部

女子バスケ ットボー)[.，部

合気道部

陸 上 競 技

自動車 部

部



-クラブ活動関係

母校の「女子バスケットポール

部」が関西女子学生バスケットポー

ルリーグ戦2・3部入替え戦を制し、

2部昇格を果たしました。「関西女子

学生バスケットボールリーグ戦Jは

1部'"'-'5部で編成された各部でリー

グ戦を行い、各部の優勝 ・準優勝

チームと下位2チームがそれぞれ入

れ替え戦を行う大会です。

母校の女子バスケット

ボール部のメンバー

「女子バスケットボール部」が2部リーグに昇格

母校の女子バスケットボー)1，.部は

3部リーグ準優勝という成績をおさ

め、 9月24日(土)に2部11位のび

わこ成践スポーツ大学と入替え戦へ

進出。

入れ替え戦は、試合開始よりリー

グ準優勝の勢いをそのままに持てる

力を発揮して点差を広げリードしま

した。

しかし、なんとしても降格を免れ

たい相手も気迫のディフェンスでプ

レッシャーをかけ、電通大のミスを

誘い逆転に成功して前半を終7しま

す。

ハーフタイムで自分達のプレーと

相手のプレーを確認し、絶対に気持

ちで負けないことをチームで約束し

て後半に臨みました。

バスケットボール試合の光景
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後半に入るとリズムよくパスを回

してシュ一卜を決め、激しいディ

フェンスから速攻につなげて得点を

量産していき、ついに再逆転に成功

します。リードをしてからも攻撃の

手を緩めず、相手を突き放していき

ます。

終盤になると、相手は死にものぐ

るいで攻撃をしかけて来ましたが、

相手以上の気持ちでプレッシャーを

はね返してリード、を守ったまま勝利

をもぎ取りました。

この成績に対して市谷浩一郎監督

(医療福祉工学部健康スポーツ制学

制准教授)は「入れ替え戦というい

つもと異なる雰囲気の中での試合で

したが、いつも通りの力を発揮して

ペースを握ることが出来ました。

前半終盤で逆転されましたが、

チームには勝利への断固たる意志と

これまで勝ち按いて来た自信があ

り、負ける気はしませんでした。後

半に入り一気に逆転に成功して、そ

卒業生も含めこれまでチームで積み

重ねたものが2部昇格という結果に

なったと思います。今の現役生も先

輩達からの意志を受け継ぎ、バトン

を握りながら、私の指導について来

てくれた。時には厳しく、多くの辛

いこともあったと思うが、本当に良

く頑張ってくれた。

来年度から2部という上のステー

ジで戦いますが、まだまだ登りたい

道があります。チームのみんなと一

緒に更に上のステージを目指して頑

張って行きたいと思います。

今大会、応援に来て頂いた保護者

や教職員の皆様に、心より感謝と御

礼を申し上げます。」と今後に向け

ての決意を新たにし、次を見据えて

いました。

マ入替え戦

大阪電気通信大学(3部2位)

びわこ成践スポーツ大学(2部11位)

大阪電気通信大学 75 (21-16.10-

22. 26-9. 18-17) 64 びわこ成践ス

のまま試合終了まで集中して勝つこ ポーツ大学

とができた。

8年前、本学に女子パスケ部を発

足させ、一歩ずつ進んで来ました。

(母校ホームページ 2016-09-26 

掲載分より)



「女子バスケットボール部」

大阪府民体育大会で準優勝

.友電会からお祝い金5万円を贈る

5月14日(土)""'6月2日(木)に開

催された「大阪府民体育大会・バス

ケットポール競技」において、母校

の 「女子バスケットボール部」が予

選リーグ、準決勝を全勝で突破し、

決勝へ進出しました。決勝惜しくも

敗れ、準優勝でした。友電会では、こ

れを祝福してお祝い金5万円を7月

6日に学生課を通じて贈りました。

.r大阪府民体育大会 ・バスケット

ポール競技」とは

大阪府民体育大会・バスケット

ポール競技は、大阪府下の実業団や

クラブチームなど高校生以下を除く

全ての力テゴリーが参加する大会で

す。男女あわせて 34チームが予選

リーグ・決勝トーナメン卜方式で競

う、国体チームの選手選考もかねた

大会です。

決勝は、 6月2日(木)18:30より大阪

市立中央体育館にて、第一生命と対

戦しました。今回は「準優勝」に終

わりましたが、次回には「優勝jと

練習に励んでいます。

.(写真は、いずれも母校のホーム

ページより)

柔道部の学生が優勝

「寝屋川市柔道大会」と

「守口市総合体育大会柔道競技」で

母校の柔道部の学生が「第20回生

間杯争奪寝屋川市柔道大会」と「第

64回守口市総合体育大会柔道競技」

に出場し、それぞれで優勝を果たし

ました。また、「第20回生間杯争奪

寝屋川市柔道大会Jでは団体戦でも

優勝を飾りました。

これを称えて、 12月8日(木)、伊

輿田学生部長は「今後の部活動に役

立ててほししリと、柔道部主将丸山

友希さん(電子機械工学制・3年)に

奨励金を贈呈しました。

伊輿田学生部長への報告の中で丸

山さんは 「これからも色々な大会に

積極的に出場し、どんどん優勝を

狙っていきたいJr電通大柔道部の

チーム力は向上しているので今後が

楽しみ」など‘と語っていました。

く第20回生間杯争奪寝屋川市柔道

大会>

一般団体の部優勝

大阪電気通信大学

一般初段の部優勝

井上智貴(情報工学制・ 1年)

一般初段の部準優勝直原優太

(健康スポーツ和学制・ 1年)

く第64回守口市総合体育大会柔道

競技>

会期:平成28年10月16日(日)

会場:守口市民体育館武道室

一般団体の部準優勝

大阪電気通信大学

一般選手権 優勝 芳村知樹

(健康スポーツ和学制 ・1年)

一般初段の部優勝 井上 智貴

(情報工学制 ・1年)

一般段外の部優勝 野原健吾

(機械工学制 ・1年)

会期:平成28年 11月3日(木)

母校の女子バスケットボール部の試合光量 1 会場:寝屋川市民体育館 柔道場

(母校のホームページ 2016-12-09-

掲載より)
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「平成28年度現役学生と .第2部の「交流懇談会」

第2部の「交流懇談会」は、午後

5時30分から会場を母校・寝屋川

キャンパスZ号館3階の生協レスト

ランに移して開催されました。

友電会の福田会長は、「本日の教

育懇談会は、参加した学生の皆さん

にとって有意義なものになったと思

われます。今後は友電会として、あ

らゆる面で学生のためになる会合を

08教固との教官懇説会事実貝 胃員《冨」

母校の工学部長、松浦秀治教授

は、「教職関係を目指す学生にとっ

て、本日は大変よい機会になること

と思います。先輩の指導を受け、立

派な教育者を目指してくださLリと

語りました。

友
電
会
主
催

開催していく予定でいますjと語

り、「乾杯」の発声で交流懇談会に入

りました。

会場では、各所で学生とOBが話し

合う光景が見られ、なごんだ雰囲気

に包まれていました。午後7時30分

ごろに散会しました。

あいさっする福田武

(E02)友電会会長

教育懇談会代表世話

人をつとめる贋谷明

(F12)友電会副会長
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指導講師の滋賀県立

八幡工業高校教諭

-電気刺主任の皆川

重裕(G15)先生

あいさつする母校

の工学部長、松浦

秀治教授

.製作体験

講師の皆川先生は、本日の教育懇

談会の指導の進め方について説明。

この中で、「中学校技術分野のハン

ダ付けが主テーマで、『テスター』の

製作を指導しますJと語り、本日製

作する「テスターCSANWAKIT-8D)J 
のパーツ確認、ハンダ付け方法と注

意点などについて説明しました。

午後2時からは、現役学生とOB教

員とがグループを組み、交流しなが

ら約2時間30分にわたってハンダ付

けの実習を通じて「テスター」を製

作しました。

午後4時30分から、「完成チ工ツ

ク(動作確認)Jが行われ、母校の森

石峰一CF14)准教授(友電会理事)の

講評と閉会の辞で、第1部を終了し

ました。

参加した学生からは、「大変参考

になりました。こうした機会を作っ

てくださった友電会に対して感謝し

ます」といった声が聞かれました。

友電会主催の「平成28年度現役学

生とOB教員との教育懇談会」が、平

成28年7月16日(土)午後1時から母

校・寝屋)11キャンパスY号館(実験セ

ンタ一)のY-510号室で開催されま

した。指導講師に滋賀県立八幡工業

高校教諭 ・電気刺主任の皆川重裕

CG15)先生を招き、「学習指導力の向

上一製作実習とその指導Jのテーマ

のもとで行われました。現役学生8

名など約20名が参加し、ハンダ付け

の実習を通じて「テスターの製作j

を体験しました。

.開会式

教育懇談会は同会の代表世話人を

つとめる麗谷明CF12)友電会副会長

の司会で開会。塵谷副会長は「大阪

電気通信大学友電会会員、つまりOB

教職員と、将来教育関係の職を目指

す学生との懇談 ・交流を通して、学

校教育に従事することの意義や教育

者としてのあり方について学習する

ことを目的としていますJと開催の

目的について述べました。

次いで、この6月に友電会会長に

就任した福田武CE02)氏は、自己紹

介をしたあと、「友電会会員、つまり

先輩教職員との交流は、教育関係を

目指す学生さんにとって有意義なこ

とです。この機会にしっかり学習し

てくださしリとあいさつ。



「平成28年度企業家同友会J(友電会主催)開催

司会の岡本清孝(H1D

友電会副会長

あいさっする

大石利光学長

友電会主催の「平成28年度友電会

企業家同友会と大学との情報交換

会Jは平成28年5月14日(土)午後

2時から、寝屋川キャンパスZ号館5

階の会議室で開催されました。今回

は8つの企業が参加、母校の就職関

係者約20名が出席しました。母校関

係者は4つのグループに分かれて、

参加の各企業の内容などの説明を聞

き、多くの質問が出るなど、活発で

有意義な会合となりました。

• r企業家同友会」

同情報交換会は岡本清孝(H11)友

電会副会長の司会でスター卜しまし

た。同劃会長は今回の同友会につい

て、「母校の学生の就職面で、同窓会

として役に立ちたしリとして企画し

情報交換会について説明 あいさっする就職部長の あいさつする友電会の

する不破信勝就職部 次長南角茂樹先生 池本善一(E02)会長

たことを述べました。 約20名が5、6名づっ4つのグJL--

次いで大石利光学長はあいさつの プに分かれ、 8つの参加企業を回つ

中で「学生は『宝もの』です。実学 て説明を聞く方式で行なわれまし

教育で『人間力』と『技術力』を培 た。午後5時までの3時間にわたっ

うよう教育していきたしリと語り、 て続けられました。

協力を要請しました。

就職部長の南角茂樹先生は、 「今 .r懇親会」

回の会合で得た情報を、学生の就職 午後5時から会場をZ号館3階の

面で活用していきたしリとあいさつ 生協レストランに移して、 「懇親会」

があり、不破信勝就職部次長が今回 が開催されました。不破次長の司

の情報交換会の内容について説明し 会、総合情報学部の魚井宏高先生の

ました。 乾杯の音頭でスタートしました。

友電会の池本善一(E02)会長は、 会場では、名刺の交換や情報交換

「母校の学生のために、就職面で役 会で得た情報をもとに会話が弾みま

に立てればと考え企画しましたJと した。

あいさつし、会合はスター卜しまし 午後6時30分ごろに、南角就職部

た。 長の「大阪手締め」で散会しました。

情報交換会は、母校の就職関係者
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熱戦が展開された

(表紙3ページに関連写真掲載)

開会式の光景

.早坂研(情報工学斜)が優勝

友電会主催の「第39回(平成28年

度)卒研室対抗ソフトボール大会J

は平成28年8月30、31日(火、水)

の両日、母校・寝屋川キャンパスの

グラウンドで開催され、早坂研(情

報工学制)が優勝しました。今回は

22研究室18チーム、 250名の先生と

学生が参加してトーナメン卜方式で

開催されました。熱戦が展開され、

参加学生からは「有意義な大会で学

生時代の良い思い出になったJと

L ¥った感想が聞かれました。

.開会式

「真夏の恒例行事Jとして定評の

ある「卒研室対抗ソフトポー)~大

会Jは、友電会が「学生にとって思

34 

友電会主催第39回(平成28年度)

「卒研室対抗ソフトボール大会」

挨拶する大会委 挨拶する友電会 挨拶する友電会

柴垣事務局長 員長の渡謹先生 水谷副会長 福田会長

い出に残る有意義な行事を」との発

想からスター卜し、今回で39回目を

迎えました。

前日の29日は台風10号等で関西

地方は大雨に見舞われ、大会開催が

危ぶまれていましたが、準備を当日

朝から進め、開会式を午前9時30分

から午前11時にしました。当日は、

晴れ上がり、グラウンドも水たまり

もほとんど見られませんでした。ま

さに絶好のソフトポール日和となり

ました。

開会式は午前 11時からエデュ

ケーションセンタ一 (J号館)東側の

「円形広場jで、柴垣佳明(033)友電

会事務局長(母校教授)の司会で開催

されました。

試合ルーAや注意事項などの説明

の後、渡濯俊彦・第39回卒研室対抗

ソフトポール大会実行委員長(電気

電子工学制教授)が「大いに楽しみ

ながらソフトボールを展開してほし

い。学生時代の良き思いでになるよ

うな試合を望んでいます」とあいさ

つ。続いて友電会の水谷元也(E08)
友電会副会長は「この大会は、友電

会として学生を対象とした最大の事

業で評判はすごくいいです。学生時

代の思い出づくりに頑張ってほし

しリと語りました。

前回の第38回大会は雨天のため

準決勝、決勝戦が中止になり優勝は

4チームでした。優勝チーム・富岡

研究室(電気電子工学制)、疋田研究

室(電子機械工学制)、宇田研究室



閉
会
式
の
光
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前年優勝チーム(富岡研・宇

田研 ・疋田研 ・川口研)

から優勝カ ップの返還

宇田研(機械工学制)にリプリ力贈呈

平成28年度卒研室対抗ソフトポール大会』

合せ結果

総iII. IJ、Jt山研(E)

川口研(U】
11 

阿1IIJ.添俗研(J)

皐坂窃(P)

入飾 研{的皐緩葺膏

海老原署時(E)

曹司111・光志研〈円
疋田研(電子機械工学制)に

リプリ力贈呈 字fBli膏(J)

研 (J)

" 
21 o s 

研【刊}

研 (J)

遭遇窃(E)

却u宇研(問〉

• # 

高膏{匂定闘研(日〉

よ鍋・菌研(P)

められ、渡濯大会委員長は「ケガも

なく大変有意義な大会となりまし

た。本当に良い思い出になったので

はないでしょうか」とあいさつ。

続いて友電会の福田武(E02)友電

会会長は「皆さん、本当にご苦労様

でした。熱戦に続く熱戦を展開さ

れ、良き学生時代の1ページになれ

ば、友電会として大変意義のある事

業と思っていますJと述べました。

この後、福田会長から早坂研に優

勝力ップ、溝井研に準優勝力 ップ、3

位の森研と阿南・添田研に楯が手渡

されました。

4チームの集合記念写真を撮影し

て、 「第39回(平成28年度)卒研室対

抗ソフトボーA大会Jは閉会しまし

た。
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南・添田研(機械工学制)がそれぞれ

対戦。早坂研が20点をもぎ取り、森

研(3点)に大勝しました。溝井研が

32点、阿南 ・添田研が8点と大差で

溝井研が勝利しました。

決勝戦は早坂研と溝井研で、 21対

Oという結果に終わり、早坂研が見

事優勝しました。

「早坂研のピッチャーはすごかっ

た。ほとんどが三振か、打っても内

野ゴ口などで塁に出られない状況」

との評価が上がっていました。

.閉会式

閉会式は午後2時から「円形広場」

で準決勝に出場した4チーム約60名

が参加して行われました。

柴垣・友電会事務局長の司会で進

川口研(環境和学制)にリプリ力贈呈

(機械工学和)、 川口研究室 (環境斜

学制)から優勝力ップが渡濯俊彦先

生に返還され、リプリ力の贈呈があ

りました。

.プレーポーA

試合は、午前11時30分からA、B、

C、Dの4つのコートで一斉にプレー

ポール。午前中は曇りがちの天候の

中で試合が展開されました。午後か

らは快晴となり、風が少し強かった

こともあって珍フ。レーが続出してい

ました。

翌31日の2日目は、午前10時か

ら準決勝戦と午後12時30分から決

勝戦が行われました。

準決勝戦は早坂研と森研(機械工

学制)、溝井研(基礎理工学制)と阿



友電会

大阪電気通信大学友電会

「大阪支部」 が誕生
大阪電気通信大学友電金

大阪支部設立総会

大阪支部設立総会に出席した会員

「大阪支部j役員(左から福田監事、工藤事務局長、

平岡支部長、船越副支部長、津田会計幹事)

.友電会 「大阪支部」が誕生 ることができました」とあいさつ。 「友電会大阪支部」の設立が承認さ

友電会「大阪支部設立総会」は、平 発起人会は平岡氏をはじめ、吉川博 れました。

成28年12月10日午後1時から母校・ 史(105)、野田鐘ー(F07)、水谷元也

寝屋川キャンパスA号館1階の「大 (E08)、岡本清孝(H1Dの5氏。 .懇親会

会議室」で開催され、役員の選出な 「懇親会Jは午後2時30分から寝

どを決議し、「友電会大阪支部」が誕 会場からは、「大阪支部ではなく 屋川キャンパスZ号館3階の「生協

生しました。設立総会には大阪はも 『大阪総支部』ではないか」といった レストランJで招待者など約50名が

とより近府県在住の会員約 30名が 質問が飛び出し、これに対して平岡 参加して聞かれ、工藤英男(109)事

出席して開かれました。 氏は「多くの課題があり、ひとつひ 務局長の司会で進められました。

とつ解決していかなければならない 平岡支部長は「さきほど開催しま

.友電会 「大阪支部設立総会」 と思い、当初は『支部』として設立 した大阪支部設立総会で、『大阪支

大阪支部設立総会は「支部設立発 することとしました」と回答しまし 部』が誕生しました。母校のある大

起人会」代表の平岡臨(107)氏が議 た。 阪に支部を設置することは、会員諸

長となり、発起人会の経緯などにつ このあと支部役員が発表されまし 氏の長年にわたる念願でした。支部

いて説明報告しました。 た。支部設立にかかわった11人のメ 活動を通じて友電会、そして母校の

冒頭、平岡氏は「母校のある大阪 ンパーと支部設立発起人会の中から 発展に貢献していきますJと抱負を

に支部を設置したいという気持ちが 選出したもので、役員会で別項の通 語りました。

高まり、発起人会を設置しました。 り担当が決まりました。 続いて母校の成瀬淳理事長は、大

ここに、ようやく設立総会を開催す 決を取ったところ、全会一致で 阪支部設立のお祝いの言葉を述べる
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友電会「大阪支部」が誕生・

る.~支が{司会干 l罰 st 7'f!. i あいさっする母校の あいさっする母校の あいさっする

設立総会の議長を務める

平岡臨(107)支部設立発起人代表

とともに、「皆さんの母校の創始者

の中に、大変立派な方がおられまし

た。 『やさしい心~ w研究する心』な

どを信条としていたそうです。この

雰囲気が今も皆さんの母校に息づい

ていると思っています」と語りまし

た。また、母校の現状については5

力年計画を進めており、新学制とし

て「建築」系を増設する予定などを

明らかにしました。

大石利光母校学長は「友電会に

とっても大学にとっても『大阪支

部』の設立は大きな一歩です。大阪

支部の活発な活動に期待します。4

万9000人の卒業生の力を、 18歳入

口の減少により厳しい状況下におか

れている大学にかしてほしLリと協

成瀬淳理事長 大石利光学長 魔谷明(F12)副会長

14:33 

懇親会の司会工藤 乾杯の音頭をとる船越 津田正雄(P39)会計

英男(109)事務局長 亨(108)副支部長 幹事が閉会の辞

力を要請しました。

また、友電会の贋谷明(F12)副会

長は会長代行として「今後の友電会

のあり方ですが、当初は「遊電会」と

いっていました。『遊ぶ』は『楽しむ』

につながります」とし、その中心は

「支部」であるとしています。「関東」

に設置され、その後は「関西」、「東

海」、そして今回の「大阪支部Jの設

置は、「楽しむ場」が増大するととも

に、母校のある地域であり、 f1万

1000名が在住する大阪支部の活動に

期待します」と力強く語りました。

さて、いよいよ乾杯の音頭。船越

亨(108)副支部長の発声で「乾杯」に

より、懇親会のスタートとなりまし

た。

懇親会の光景

会場では「大阪支部」の設立を

祝ったり、母校の発展について語り

合うなど和んだ雰囲気のパーティと

なりました。

大学歌を水谷元也(E08)友電会副

会長のリードで斉唱し、全員での記

念写真の後、津田正雄(P39)会計幹

事の閉会の辞で、来年度の大阪支部

総会での再会を約し、散会しまし

た。

.大阪支部役員(敬称略)

支部長 平岡 臨(107)

副支部長船越 亨(108)

事務局 長 工藤英男(109)

会計 津田正雄(P39)

監 事 福田真規夫(113) 
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平成29年度友電会「東海総支部総会・懇親会」のご案内

友電会・東海総支部(志村哲樹

(F07)総支部長)は「平成29年度総

会・懇親会」を平成29年6月3日(土)

に愛知県名古屋市の「名鉄グランド

ホテルJで開催します。午後1時か

ら受け付け開始、 1時30分から総支

部総会、 1時50分から大石学長によ

る記念講演会、 3時30分から懇親会

を予定しています。申し込み締め切

りは、 5月15日(月)です。

さて、友電会東海総支部は平成29
年度の総会・懇親会を下記の通り開

催しますので、ご参加頂き東海地区

の友電会会員との情報交換、交流の

場としてご活用いただきたいと思い

ます。

ご多忙とは存じますが、皆様には

万障繰り合わせの上、ご参加賜りた

くご案内申し上げます。

-日時:平成29年6月3日(土)

13時30分'"17時00分

・場 所:名鉄グランドホテル

(JR名古屋駅、正面改札南

120m) 11階宴会場

・会費:5， 000円

(ご家族、同伴者は無料)

.タイムテーブル:

13:00 受付開始

13:30 東海総支部総会

13:50 大石学長の記念講演会

r36会」が四万十川など高知県西部「幡多路へのツアー」

昭和36年入学生のOB会f36会Jは、 トンボ自然公園を散策、夜は屋形

5月30日(火)'" 6月1日(木)の2泊 舟で四万十川の蛍見川下り。船の中

3日、四万十市、黒潮町、土佐清水市

など高知県西部地区「幡多路へのツ

アー」の参加者を募っています。募

集人員は10名で、参加費は2泊の宿

泊代1万2400円を含め、概算で4万

1520円ほどになります。会員諸氏の

参加をお待ちしています。

.スケジュール

・1日目

集合は 12時20分に、 JR四国高知

駅改札口前。パスで中村(四万十市)

まで移動。

サムコの新社長に母校OBの

石川調念夫(Gl7)氏が就任

半導体等電子部品製造装置で知ら

れるサムコ(株)の新社長に母校・

工学部物性工学制を昭和 56年に卒

業した石川詞念夫(Gl7)(L ¥しかわ

つねお)氏が内定しました。

平成28年9月7日の取締役会で内

定、 10月21日開催予定の第37期定

時株主総会および、その後に開催さ
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で食事をする予定0

• 2日目

ホエールウオッチング(黒潮町の

港から漁船で。8: 15'" 11 : 30)。太平

洋が見えるレストランで昼食。足摺

岬、ジョン万次郎生家、竜串など観

光。パスで移動。

夜は映画「アラウンド四万十」の

口ケが行われた居酒屋「ポコペン」

で皿鉢料理を堪能。

.3日目

パスで四万十JIIf沈下橋」観光。農

れる取締役会で承認されました。

石川氏は母校を卒業と同時にサム

コへ入社。平成8年に東京営業部長、

平成10年に取締役東京営業部長、平

成16年に取締役営業本部長、平成23

14:40 The Blue Thunder Boys に

よる演奏会

15:30 懇親会(立食パーティ形式)

17:00 閉会

・出欠の連絡は下記項目をFAXまた

はE-mai Iで友電会事務局または志

村までお願いします。

なお、〆切は5月15日までとさせ

て頂きます。

①氏名 ②卒業年・学制 ③連絡先

④同伴者名

.友電会事務局連絡先

FAX: 072-824-1197 
E-mail: yudenka i@yudenka i. org 

.志村連絡先

E-mail : tetsuki@cac-net.ne.jp 

岩間沈下橋(四万十市ホームページより)

家レストラン「しゃえんじり」で昼

食。西土佐(道の駅)で休憩。高知駅

で途中下車可能。桂浜散策後、高知

空港へ。

なお、宿泊先の「中村プリンスホ

テル」は四万十川に近く、朝の散策

などは楽しいです。

・問合せ先一宮崎孝

ta-miyazaki@mI01. rd-net. jp 

年に取締役常務執行役員営業部門統

括部長、平成24年に取締役副社長執

行役員営業統括部長、平成27年取締

役副社長執行役員営業統括部長兼営

業技術部長、現在に至ります。

学生時代はギターマンドリン部に

所属し音楽を楽しんでいました。

昭和32年6月20日、京都府生まれ。

なお、辻理会長兼社長は代表権の

ある会長兼最高経営責任者(CEO)に

10月21日付け就任します。
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平成rl;J年度友電会通常総会・合同懇親会 | 

日程:平成~年 6 月~日 (土) 会場:母校・四候畷キャンパス | 

友電会では、「平成29年度通常総会・同窓会3団

体合同懇親会」を平成29年6月 17日(土)に開催

します。会場は、母校・四篠畷キャンパスを予定

しています。

今年度は「未来への飛朔」をテーマに四篠畷

キャンパス施設見学会、記念講演会、懇親会を催

します。また、母校の教職員のOB会「緑樹会」、

「クラブ同窓会」と合同で懇親会を開くため思

師、学生時代にクラブ活動をしていた多くの会

員が参加します。会員諸氏におかれましては、

会友をお誘いのうえ、ご家族連れでご出席下さ

いますようお願いします。お待ちしています。

.詳細につきましては、5月上旬発行予定の会誌 「ゅうでんかいJ127号

友電会ホームページをご覧ください。

.テーマ:r未来への飛朔」

友電会では、 「一般社団法人大阪

電気通信大学友電会」を目指して

います。今年度の「通常総会」に、「友

電会の一般社団法人化」案を提出す

る予定でいます。今年度が「法人・

友電会」のスター卜の年になるた

め、「未来への飛朔」を平成29年度

のテーマとしました。

.記念講演会

・講師:総合情報学部長

魚井宏高教授

-講演テーマ:未定

.日程:平成29年6月17日(土)

.会場:四傑畷キャンパス

.懇親会会費:3.000円

(ただし、同伴者、学生、大学関係

者、来賓は無料)

.タイムテーブル(予定)

・11: 00 '" 総会受付開始

• 11 : 1 0 '" 11 : 40クラブ同窓会総会

.11 :10'" 12:10 

キャンパス施設見学会

・11: 45 '" 12 : 05第1回支部長会

・12: 1 0 '" 12 : 50第2回理事会

• 13: 00 '" 13: 50友電会通常総会

http//www. yudenkai. Org/ 

• 13: 00 '" 13 : 50緑樹会総会

・14: 00 '" 14 : 50記念講演会

・15: 00 '" 17 : 00合同懇親会

.路線パス時刻

• JR四傑畷駅発

1 0 : 13 10: 38 10: 50 11: 28 11: 45 

12: 10 

(四傑畷電通大行約15分)

.京阪寝屋川市駅発(東口)

1 0 : 02 10: 32 11: 02 11: 32 12: 02 

(電通大四傑畷キャンパス行

約30分)

※京阪パス4月1日から路線パス運

行開始認可申請中




